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歳入
（科目別）

歳入予算の増減

平成 24 年度
一般会計歳入構成比率

■平成 23 年度
■平成 24 年度

平
成
24
年
度
予
算

本
庁
舎
建
設
が
本
格
化

新
年
度
予
算
は
、
健
全
財
政
を
維
持
し
本
庁
舎
建
設
や
防
災
行

政
無
線
整
備
な
ど
優
先
順
位
の
高
い
新
規
事
業
と
既
存
施
策
を
見

直
し
な
が
ら
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
次
の
４
つ
の
重
点
目
標
に
沿
っ
て
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

４ つの重点目標

健全財政維持のための
財源確保と経費削減

安心・安全で住んで
よかった住環境確保

産業の活性化と
魅力あるまちづくり

郷土の再認識と
協働による市民の一体感づくり

１.

２.

３.

４.

会　計　名 平成 24 年度 平成 23 年度 対前年度比較 対前年度
比率  ％

一般会計 37,050,000 35,520,000 1,530,000 4.3
特別会計
　同和地区住宅新築資金等貸付事業 579 1,332 △ 753 △ 56.5
　国民健康保険 9,950,000 9,182,276 767,724 8.4
　後期高齢者医療 882,107 827,086 55,021 6.7
　介護保険 7,926,941 7,226,022 700,919 9.7
　下水道事業 4,362,805 4,334,135 28,670 0.7
　農業集落排水事業 191,740 186,005 5,735 3.1
　上川手山林財産区 2,897 2,919 △ 22 △ 0.8
　北の沢山林財産区 966 5,097 △ 4,131 △ 81.0
　有明山林財産区 1,061 960 101 10.5
　富士尾沢山林財産区 909 738 171 23.2
　穂高山林財産区 874 709 165 23.3
　産業団地造成事業 152,447 263,470 △ 111,023 △ 42.1

特別会計合計 23,473,326 22,030,749 1,442,577 6.5
総　計（一般会計 + 特別会計） 60,523,326 57,550,749 2,972,577 5.2

企業会計

　水 道 事 業

収益的収入 1,985,918 1,998,305 △ 12,387 △ 0.6
収益的支出 1,868,002 1,892,569 △ 24,567 △ 1.3
資本的収入 141,899 125,371 16,528 13.2
資本的支出 1,044,297 913,117 131,180 14.4

　市営宿舎事業

収益的収入 14,763 27,561 △ 12,798 △ 46.4
収益的支出 32,045 41,657 △ 9,612 △ 23.1
資本的収入 0 0 0
資本的支出 2,230 4,064 △ 1,834 △ 45.1

平成 24 年度安曇野市各会計予算額一覧　　　
単位：千円

一
般
会
計
は
、

３
７
０
億
５
０
０
０
万
円

市
民
生
活
の
全
体
を
ま
か
な
う
「
一
般
会
計
」
の
予
算
総
額
は
、

３
７
０
億
５
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
と
比
較
し
４・３
％
、

15
億
３
０
０
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
本
庁
舎
建
設
が
本
格
的

に
始
ま
る
こ
と
か
ら
一
般
会
計
は
23
年

度
を
上
回
る
大
型
の
当
初
予
算
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
税
収
の
落
ち
込
み
や
将
来
を
見
据

え
た
財
政
事
情
を
考
慮
し
、
継
続
事
業

を
行
い
な
が
ら
事
業
の
優
先
順
位
を
つ

け
て
事
業
の
一
部
廃
止
や
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
が
で
き
る

市
民
生
活
に
つ
な
が
る
よ
う
編
成
し
ま

し
た
。

歳
入

歳
入
で
は
、
景
気
の
低
迷
に
よ
る
個

人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
の
落
ち
込
み

を
考
慮
し
、
全
体
の
約
3
分
の
1
を
占

め
る
市
税
を
5
・
0
％
減
の
１
０
５
億

４
２
４
万
５
０
０
０
円
と
見
込
み
ま
し

た
。
地
方
交
付
税
は
、
10
・
9
％
増
の

１
０
２
億
円
を
計
上
し
、
地
方
債
（
借

金
）
は
54
億
３
５
６
０
万
円
を
見
込
み

ま
し
た
。

ま
た
、
基
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

に
沿
っ
た
事
業
の
充
当
や
財
源
不
足
を

補
う
た
め
に
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩

し
な
ど
で
22
億
５
４
３
２
万
１
０
０
０

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
市
税
の
収
入

減
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
交
付
税
や
基

金
の
繰
り
入
れ
な
ど
で
対
応
し
ま
す
。

依存
財源

58.5％

自主
財源

41.5％

特集●平成２４年度　予算
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補助費等
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物件費
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平成 24 年度
一般会計歳出構成比率

歳出予算の増減
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1,900万円
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8,800万円
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9,900万円

歳
出

歳
出
で
は
、
予
算
編
成
方
針
に
基
づ

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
実
現
化
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。目
的
別
で
見
る
と「
総

務
費
」「
土
木
費
」「
消
防
費
」
の
伸
び

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
に
よ

っ
て
は
合
併
特
例
債
や
各
種
交
付
金
な

ど
を
活
用
し
一
般
財
源
を
有
効
に
活
用

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

全
体
の
29
・
4
％
を
占
め
る
民
生
費

で
は
介
護
給
付
費
・
訓
練
等
給
付
費
の

増
（
１
億
２
６
６
万
７
０
０
０
円
）
や

生
活
保
護
扶
助
費
の
増
（
５
８
９
０
万

３
０
０
０
円
）、
介
護
保
険
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
の
増
（
８
７
２
５
万
７
０

０
０
円
）、
公
立
保
育
園
整
備
費
の
増

（
８
５
８
３
万
７
０
０
０
円
）
な
ど
が

あ
る
も
の
の
、
子
ど
も
手
当
の
減
（
４

億
５
０
４
８
万
３
０
０
０
円
）
な
ど
に

よ
り
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
費
で
は
本
庁
舎
建
設
事
業
の

増
（
18
億
４
１
６
２
万
４
０
０
０
円
）、

明
科
総
合
支
所
等
施
設
改
築
事
業
の
増

（
２
４
５
１
万
９
０
０
０
円
）、
住
民
基

歳出
（目的別）

歳出
（性質別）

■平成 23 年度
■平成 24 年度

本
台
帳
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
の
増

（
２
４
７
０
万
５
０
０
０
円
）
な
ど
に

よ
り
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

商
工
費
は
、
地
域
経
済
活
性
化
住
宅

助
成
事
業
（
住
ま
居
る
応
援
制
度
）（
６

０
０
０
万
円
）、
企
業
支
援
助
成
事
業

の
増
（
５
５
９
０
万
円
）
な
ど
に
よ
り

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費
は
、
県
営
土
地
改

良
事
業
の
増
（
４
６
５
９
万
９
０
０
０

円
）、
ほ
り
で
ー
ゆ
～
改
修
工
事
費
の

増
（
１
億
８
３
８
１
万
１
０
０
０
円
）

な
ど
に
よ
り
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

土
木
費
は
安
曇
野
Ｉ
Ｃ
へ
の
名
称
変

更
経
費
（
2
億
８
０
０
万
円
）、
市
道

新
設
改
良
事
業
の
増
（
2
億
３
８
２
万

４
０
０
０
円
）、
街
路
整
備
事
業
の
増

（
９
８
５
３
万
５
０
０
０
円
）
な
ど
に

よ
り
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

消
防
費
は
、
デ
ジ
タ
ル
同
報
系
防
災

無
線
整
備
の
増
（
2
億
５
７
３
６
万
６

０
０
０
円
）、非
常
備
消
防
費
の
増
（
２

５
１
１
万
９
０
０
０
円
）
な
ど
に
よ
り

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
費
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
の
減
（
8
億
１
１
９
２
万
円
）、
小

学
校
耐
震
補
強
大
規
模
改
造
事
業
の
減

（
2
億
１
９
９
５
万
５
０
０
０
円
）
な

ど
に
よ
り
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

性
質
別
の
主
な
も
の
は
、
人
件
費

が
1
・
9
％
減
の
58
億
８
６
０
４
万
７

０
０
０
円
、
物
件
費
は
1
・
4
％
増
の

61
億
４
２
４
２
万
１
０
０
０
円
、
扶
助

費
が
4
・
8
％
減
の
47
億
８
４
２
１
万

２
０
０
０
円
、
補
助
費
等
が
7
・
5
％

増
の
47
億
９
１
６
４
万
円
、
公
債
費
が

4
・
8
％
減
の
44
億
７
４
３
３
万
３
０

０
０
円
、
普
通
建
設
事
業
費
が
57
・
2

％
増
の
61
億
８
５
７
７
万
８
０
０
０
円

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市民１人当たり
の予算額は？

37 万 2,932 円
総務費 庁舎管理や選挙、住民登録など　 61,994 円

民生費 福祉や子育て支援など 109,595 円

衛生費 健康増進や環境保全など 24,087 円

農林水産業費 農林業振興、生産基盤整備など 19,870 円

商工費 商工業や観光の振興など 14,243 円

土木費 道路､ 河川､ 公園などの整備等 43,473 円

教育費 学校教育､ 生涯学習など 32,079 円

消防費 火災など災害への対策等 18,078 円

公債費 市債など借入金の返済 45,034 円

その他 議会費、労働費など 4,479 円

市の人口９９，３４８人（平成 24 年 4 月 1 日現在）
※住民基本台帳および外国人登録人口による

用語説明
歳　入
一般会計…市の運営の基本的な経費をひとつにまとめた会計
特別会計…一般会計と区別して経理する必要がある会計
企業会計…民間企業のように利用料金などの収益で運営している

会計
市　税…市民の皆さんや市内の会社等が納める税など
繰入金…積立金（基金）の取り崩し金や他の会計から繰り入れるお金
地方交付税…市町村の財政力に応じて国から交付されるお金
国庫支出金…事業を行うため国から支払われる負担金・補助金など
県 支 出 金…事業を行うため県から支払われる負担金・補助金など
地　方　債…市町村が事業を行うための借入金（借金）

性質別歳出
人件費…職員の給与や議員報酬など
扶助費…高齢者や児童、心身障害者などへの支援のためのお金
公債費…市の借入金（借金）を返還するためのお金
普通建設事業費…道路や公共施設の新設・増設に必要とされるお金
物件費…消耗品や臨時職員賃金、業務委託料など
補助費等…各種団体に対する助成金や一部事務組合への負担金な

ど。この他、報償費（講師謝金等）や役務費（保険料等）
も含まれます。

積立金…財政運営を計画的に行うため、基金へ積み立てるお金
繰出金…各会計の間で支出されるお金
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特集●平成２４年度　予算

新年度はこんな事に取り組
みます。

３

４

２ 安心・安全で住んで
よかった住環境確保 １ 健全財政維持のための

財源確保と経費削減

産業の活性化と
魅力あるまちづくり

郷土の再認識と協働に
よる市民の一体感づくり

本庁舎建設工事公立保育園整備（北穂高・三郷南部）

農産物販売拡大事業

安曇野インターチェンジへの名称変更

つながりひろがる地域づくり事業

古民家調査

郷土資料収蔵施設整備

地下水保全対策

防災広場実施設計

火葬料無料化事業

児童発達支援事業

企業支援助成事業

観光振興ビジョン策定自主防災組織強化

中学校不足教室増築工事

デジタル同報系防災行政無線整備

小中学校非構造物耐震化

住ま居る（スマイル）応援制度

穂高会館耐震補強等改修実施設計

明科総合支所施設改築事業

三郷公民館等耐震診断・実施設計

防犯灯新設工事

事業費／20億4,327万5,000円
本庁舎等建設の実施設計、造成工事、本体工
事などを行います。

事業費／3億5,779万9,000円
北穂高保育園の改築工事と三郷南部保育園
移転事業を行います。

事業費／600万円
市農産物再生協議会へ交付金を交付し、農産
物の物販促進と消費拡大へつなげます。

事業費／2億800万円
案内標識の変更や名称変更
の宣伝を行います。名称の
変更により観光振興や産業
の活性化につなげます。

事業費／500万円
補助限度額を 20 万円に引き上げ、市民活動
の活性化と協働の推進のため、地域の先進的
な市民活動を支援します。

事業費／50万円
市内に現存する古民家について調査します。

事業費／3,407万1,000円
旧穂高給食センターを収蔵施設に改修し、市
内に点在する歴史・民俗資料などを集約し
ます。

事業費／1,029万8,000円
地下水保全のための研究委員会
の運営や条例づくりを行います。

事業費／913万5,000円
災害時の避難拠点などに使用する防災広場
と備蓄倉庫の実施設計を行います。

事業費／693万円
市民の皆さんが亡くなった時の火葬料を無
料化します。

事業費／839万7,000円
堀金保健センター内に子ども発達支援相談
所を開設して乳幼児期から青年期まで継続
的な支援を行います。

事業費／5,590万円
市内企業の生産設備取得や、新製品・技術開
発、空き店舗・工場の利用促進について助成
します。

事業費／857万3,000円
市の観光の現状を分析し、観光戦略の方向性
や目標の検討を行い、将来の観光振興の指針
を作ります。

事業費／400万円
自主防災組織が行う防災
訓練や資機材の購入経費
に対し支援を行います。

事業費／1億646万4,000円
35 人学級に対応するため、不足する教室を
増築します。

事業費／4億5,056万円
周波数の異なる旧町村の屋外放送機器をデ
ジタル化し、災害時における通信手段として
整備します。事業は 27 年度までに終了し
ます。

事業費／283万6,000円
災害時、小中学校の天井や、窓ガラス等の落
下や飛散を防止するための工事の実施設計
を行います。

事業費／6,000万円
住宅の新築や改修・耐震補強について助成
します。

事業費／3,219万7,000円
穂高公民館・穂高総合体育館を耐震改修する
ための実施設計を行います。

事業費／3億7,521万1,000円　
明科総合支所に公民館機能を併設した複合
施設建設工事を行います。

事業費／1,832万9,000円
三郷総合支所と併設した複合施設建設の建
設事業に着手します。

事業費／1,000万円
防犯灯の LED 化をして節電に努めます。

本庁舎への機能の集中化や、使用できる庁
舎の耐震化などを計画的に行い、長期的な
経費を削減します。

災害に強いまちづくりや、環境に配慮し、
子育てしやすいまちづくりを実現する取り
組みを行います。

田園産業都市を実現するため、市内の企業
や農家の皆さんを支援する取り組みなどを
行います。

安曇野の歴史や文化を次世代に残し、市民
の皆さんが支え合い行う地域の活動を支援
します。

新 は 24 年度新たに予算化された事業です。

【目標を具体化する取り組み】

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新
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姉妹都市のオーストリア、クラムザッハ町
を訪れていた市公式訪問団（団長 村上副市
長、15 人）が 3 月 29 日に帰国し、本庁舎前
で帰郷報告をしました。今回は、6 泊 8 日の
日程で訪問、高校生 10 人が同町の若者らと
交流を深めました。高校生代表の黒岩裕

ゆ う じ

士さ
ん（三郷明盛）は「とても大切な経験となり
ました。D

ダ ン ケ
anke s

シ ェ ー ン
chön（ありがとう）」と感想

を述べました。
なお、訪問の様子は広報あづみのに後日掲

載します。

地域ブランド研究会（事務局・信州大学人
文学部）では 3 月 10 日、地域づくりや安曇
野ブランドと景観を考える集いとして「地域
ブランド研究会 研究大会 2012in 安曇野」を
豊科交流学習センター「きぼう」で開催しま
した。当日の午後は「安曇野ブランドの形成
と発展」と題して、安曇野という名称の歴史
やイメージについて 3 つの研究報告が行われ
ました。引き続き行われたパネルディスカッ
ションでは関西学院大学の渡邊勉

つとむ

教授をコー
ディネーターに 4 人のパネリストが安曇野の
景観やその景観にかかわりが深い水について
思いを語り合いました。ディスカッションで
は「それぞれの立場から地域の人が景観や水、
地域に関心を持ち、現状や問題意識を持つこ
とが大切」呼び掛けがありました。

3/29　クラムザッハ訪問団が帰郷

3/10　地域ブランド研究会  研究大会 2012in 安曇野

若者同士が交流を深める

暮らす私たちがもっと関心を

安曇野の子どもたちが全国の舞台で大きく羽ばたき
ました。全国大会出場を控えた中学生 10 人と、2 月
に環境大臣賞を受賞した山本悠

ゆうすけ

介くん（穂高西小 6 年 
当時）が、3 月 23 日、宮澤市長を表敬訪問しました。

全国大会へはソフトテニスに穂高東中、管楽器個人・
重奏コンテストに穂高西中・堀金中の皆さんがそれぞ
れ出場。子どもたちからは「ほかの選手の分も精いっ
ぱい頑張りたい」、「友達や家族に感謝し、悔いの残ら
ない演奏をしたい」など出場に先立ち、力強い意気込
みを話しました。

また、穂高西小 6 年 1 組（当時）ではクラスで環境
教育プログラム「キッズ ISO14000（初級編）」に取り
組み、全員が国際認定を受けました。その中で、山本
くんは節水の仕方など工夫を凝らした実践が特に評価
され環境大臣賞を受賞しました。

宮澤市長は「全国で活躍する皆さんは、市民の誇り
です。これからも競技や興味のあることを続けていっ
てほしい」と期待を寄せました。

3/23　市内小中学校４校合同市長表敬訪問

全国へ羽ばたく 安曇野の子どもたち

安曇野紙飛行機競技大会実行委員会（齋藤光永実行
委員長）主催の紙飛行機教室が 4 月 7 日、豊科南社会
体育館で開かれました。

同実行委員会では、1937（昭和 12）年に東京－ロン
ドン間を飛行し、当時の世界記録を作った豊科南穂高
出身の飯沼正明飛行士を顕彰するため、旧豊科町時代
から毎年、紙飛行機の競技会や初心者向けの教室を開
催しています。

この日は、県内外から 16 人が参加。参加者は、実行
委員に教わりながら 30 分ほどで初心者向けの紙飛行機
を作りました。完成後、5 回の飛行時間の合計を競う
競技会が開かれ、飛行機が 10 秒近く飛び続けると参加
者から歓声の声が上がっていました。

子どもと参加した鬼
き と う か ず み

頭和巳さん（松本市）は「公園
で飛ばしているのを見て以前から興味がありました。
子どもと一緒に楽しめ、大人も夢中になれます」と話
してくれました。

8 日には豊科南部総合公園を会場に全 3 種目による
競技大会が開かれ、35 人が参加しました。

4/7　第 13 回安曇野紙ヒコーキ競技大会 紙飛行機教室

飯沼飛行士の偉業をたたえて

春の全国交通安全運動の出発式が 4 月 6
日、豊科南穂高の大型店駐車場で行われ、
安曇野交通安全協会やＰＴＡ、警察など関
係者約 100 人が参加しました。宮澤市長は
あいさつで「安心安全なまちづくりを進め
るため、皆さんのご協力をお願いしたい」
と激励しました。その後、白バイやパトカー
の先導で広報車がパトロールに出発。近く
の交差点では通勤時間帯にあわせてのぼり
旗で街頭啓発を行い、ドライバーに安全運
転を呼び掛けました。

安曇野赤十字病院（澤
さわうみ

海明
あきひと

人院長）で
はこの 4 月から 2 人の産婦人科医師を迎え
4 月 4 日、その医師らが宮澤市長へあいさ
つに訪れました。新任の医師は、産婦人科
部長の駒

こまいひろし

井宏さん（写真右から 2 人目）と
菊
きくかわただゆき

川忠之さん（写真右から１人目）です。2
人の着任により常勤の産科医不在が解消さ
れ、平日の外来検診が可能となりました。
宮澤市長は「2 人の先生を迎えられ地域の産
科医療に光が見えました」と歓迎しました。
診療についての問い合わせは安曇野赤十字
病院 472・3170 ㈹まで。

4/6　春の全国交通安全運動街頭啓発

4/4　安曇野赤十字病院産婦人科医師着任

ゆとりを持って安全運転

地域の産科医療に光再び
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市政トピックス 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
目
標
は
温
室
効
果
ガ
ス
25
％
削
減 

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
案
を
提
出

■
本
庁
舎
基
本
設
計 

市
民
説
明
会
を
５
地
域
で
開
催

■
被
災
地
復
興
へ 

技
術
系
職
員
を
１
年
間
派
遣

１
月
に
ま
と
ま
っ
た
本
庁
舎
基
本

設
計
の
市
民
説
明
会
を
3
月
10
日
か

ら
22
日
ま
で
市
内
5
地
域
で
開
催
し

ま
し
た
。
各
会
場
に
は
5
日
間
で
延

べ
６
２
５
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
出

被
災
地
復
興
支
援
の
た
め
、
4
月

１
日
か
ら
宮
城
県
多
賀
城
市
へ
派
遣

す
る
職
員
ら
の
辞
令
交
付
式
を
3
月

29
日
、
県
安
曇
野
庁
舎
で
行
い
ま
し

市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
検

討
委
員
会
（
会
長 

天
野
輝て
る
よ
し芳 

元
諏

訪
東
京
理
科
大
教
授
）
で
は
、
市
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
案
（
平
成

24
～
32
年
度
）を
ま
と
め
3
月
28
日
、

宮
澤
市
長
へ
報
告
し
ま
し
た
。

席
し
ま
し
た
。
出
席
者
か
ら
は
、
周

辺
の
道
路
整
備
や
、
災
害
時
の
庁
舎

機
能
な
ど
に
つ
い
て
質
問
や
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。宮
澤
市
長
は「
本

年
度
は
実
施
設
計
か
ら
着
工
へ
と
進

た
。
今
回
は
人
員
が
不
足
し
て
い
る

技
術
系
職
員
を
4
人
派
遣
し
、
１
人

は
１
年
間
、
3
人
は
４
カ
月
交
代
で

滞
在
し
、
建
設
工
事
な
ど
の
設
計
・

報
告
で
は
、
市
の
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
目
標
を
平
成
32
年
度
ま
で

に
平
成
20
年
度
比
25
％
削
減
（
約

23
万
２
０
０
０
㌧
）
と
設
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
地
球
温
暖
化
問
題
の
情
報
発

み
、
開
庁
は
平
成
27
年
5
月
ご
ろ
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
経
費
の
削
減
を

念
頭
に
、
休
日
窓
口
の
開
庁
や
会
議

室
開
放
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
に
喜
ば

れ
る
庁
舎
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
」と
今
後
の
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

監
理
監
督
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

宮
澤
市
長
は
「
被
災
地
支
援
の
た

め
、
力
を
十
二
分
に
発
揮
し
て
ほ
し

い
」
と
職
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

信
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
や
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
、
緑
の
保
全
活

動
な
ど
5
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
ま

し
た
。

5
月
に
計
画
の
概
要
版
を
各
家
庭

へ
配
布
す
る
予
定
で
す
。

報告書を市長へ手渡す天野会長

宮澤市長から辞令を受ける職員 宮澤市長から辞令を受ける職員

■
職
員
人
事
異
動　
（
平
成
24
年
4
月
１
日
付
部
長
・
課
長
級
以
上
）

豊科総合支所長
大澤慶哲

堀金総合支所長
高橋道明

明科総合支所長
三沢京子

総務部長
宮田　聡

健康福祉部長
飯沼利雄

上下水道部長
中野　純

会計管理者兼会計局長
有賀朝一

［
部
長
級
］

▼
総
務
部
長
（
総
務
部
参
事
兼
総
務
課

長
兼
人
権
男
女
共
同
参
画
課
長
）
宮
田

聡
▼
健
康
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長

（
総
務
部
参
事
兼
人
事
課
長
）
飯
沼
利

雄
▼
会
計
管
理
者
兼
会
計
局
長
（
豊
科

総
合
支
所
長
）
有
賀
朝
一
▼
豊
科
総
合

支
所
長
兼
市
民
福
祉
課
長
（
教
育
委
員

会
参
事
兼
学
校
教
育
課
長
）
大
澤
慶
哲

▼
穂
高
総
合
支
所
長
兼
市
民
福
祉
課
長

（
穂
高
総
合
支
所
長
）
田
口
総
保
▼
三

郷
総
合
支
所
長
兼
市
民
福
祉
課
長
（
三

郷
総
合
支
所
長
）
西
澤
泰
彦

［
部
長
級
昇
格
］

▼
上
下
水
道
部
長
（
上
下
水
道
部
業
務

課
長
）
中
野
純
▼
堀
金
総
合
支
所
長
兼

市
民
福
祉
課
長
（
企
画
財
政
部
契
約
管

財
課
長
）
高
橋
道
明
▼
明
科
総
合
支
所

長
兼
市
民
福
祉
課
長
（
市
民
環
境
部
市

民
課
長
）
三
沢
京
子

［
課
長
級
］

▼
総
務
部
総
務
課
長
兼
人
権
男
女
共
同

参
画
課
長
（
議
会
事
務
局
次
長
兼
安
曇

野
市
等
公
平
委
員
会
事
務
局
長
）
平
川

淳
朗
▼
総
務
部
人
事
課
長
（
豊
科
総
合

支
所
地
域
支
援
課
長
兼
産
業
建
設
課

長
）
奥
原
康
彦
▼
総
務
部
庁
舎
建
設
推

進
課
公
文
書
整
理
担
当
課
長
（
豊
科
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
長
）
高
原
正
文

▼
企
画
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政
部
企
画
政
策
課
長
（
企
画

財
政
部
企
画
政
策
課
長
兼
情
報
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課

長
）
藤
松
兼
次
▼
企
画
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部
情
報
政

策
課
長
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企
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部
情
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▼
企
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長
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教
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委
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兼

交
流
学
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セ
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長
）
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和
徳

▼
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
長
（
明
科

総
合
支
所
地
域
支
援
課
長
兼
産
業
建
設

課
長
）
太
田
稔
▼
上
下
水
道
部
業
務
課

長
（
上
下
水
道
部
下
水
道
課
長
）
井
口
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登
▼
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長

（
教
育
委
員
会
学
校
給
食
課
長
）
下
里

利
行
▼
教
育
委
員
会
文
化
課
長
（
穂
高

総
合
支
所
地
域
支
援
課
長
兼
産
業
建
設

課
長
）
三
澤
良
彦
▼
議
会
事
務
局
次
長

兼
安
曇
野
市
等
公
平
委
員
会
事
務
局
長

（
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
長
）
場
々

修
三
▼
監
査
委
員
事
務
局
長
兼
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
書
記
長
（
企
画
財
政

部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
赤
羽
篤

▼
穂
高
総
合
支
所
地
域
支
援
課
長
兼
産

業
建
設
課
長
（
穂
高
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
長
）
飯
沼
泉
▼
三
郷
総
合
支
所
地

域
支
援
課
長
兼
産
業
建
設
課
長
（
堀
金

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
長
）
松
澤
直
行

［
課
長
級
昇
格
］

▼
企
画
財
政
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

（
豊
科
総
合
支
所
地
域
支
援
課
長
補
佐

兼
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
長
兼
生
活
環
境

係
長
）
宮
澤
万
茂
留
▼
市
民
環
境
部
市

民
課
長
（
市
民
環
境
部
市
民
課
長
補
佐

兼
市
民
係
長
）
宮
下
直
子
▼
市
民
環
境

部
生
活
環
境
課
長
（
市
民
環
境
部
生
活

環
境
課
長
補
佐
兼
環
境
保
全
係
長
兼
環

境
基
本
計
画
推
進
係
長
）
大
向
弘
明



122012.4.25　広報あづみの13 広報あづみの　2012.4.25

市政トピックス
碌山公園研成ホール

Event Information
詳しい内容は各施設等へお問い合わせください。

烏川渓谷緑地

豊科公民館

からすの学校
“葉・花・実でわかる樹木観察”

からすの学校
“ウンコはごちそう～菌類による

生態系の循環～”元信州大学農学部教育特任教授の馬
場多久男さんを講師に招き、樹種の見
分け方や森林管理の考え方などを学び
ます。
●日　時　5 月 26 日（土）
　　　　　9：30 ～ 15：00
●場　所　長野県烏川渓谷緑地
　　　　　森林エリア　森の家
●参加料　無料
●定　員　30 人
●申込受付　4月27日（金）８：30から

　　　　　受け付け開始。

童謡祭りは「めえめえ児
こ や ぎ

山羊」の作詞者である藤森秀夫（詩人・ドイツ文学者・豊科出身）
の業績を顕彰し「子どもたちによい歌を」という願いを込め今年で 49 回目を迎えます。歌
の好きな子どもたち、童謡唱歌や合唱を愛好しているみなさん、『こどもの日』に集い、懐
かしい日本の歌や名歌を楽しみましょう。
●日時　５月５日（こどもの日）　９：00 ～ 12：00
●場所　豊科公民館ホール
●入場料　無料
●内容　○第 31 回作詞作曲コンクール表彰・最優秀曲の披露　○地元演奏　穂高北小学校・

穂高東中学校合唱部、ひいらぎコーラス、童謡唱歌を歌う会、豊科コーラス団体の演奏
○招待演奏 声楽家　城倉明日香さん（松本出身）ピアニスト　臼井文代さん（豊科出身）

≪共　通≫
●申し込み・問：長野県烏川渓谷緑地　環境管理事務所
　4673･0203   E ﾒｰﾙ karasu@anc-tv.ne.jp
　電話・ファックス・ﾒｰﾙでお申し込みください。

キノコやカビなどの著書が多数あ
り、糞

ふ ん ど し

土師として活動中の伊沢正名さ
んを講師に招き、菌類による分解と命
の循環を学びます。
●日　時　6 月 9 日（土）
　　　　　13：30 ～ 16：00
●場　所　長野県安曇野庁舎
●参加料　無料 
●定　員　80 人 
●申込受付　5月7日（月）８：30から受

　　　　　け付け開始。

4673・0203

472・2158 673・6401－第31回 作詞作曲コンクール表彰－

安曇野髙橋節郎記念美術館 あづみ野ガラス工房

彫刻を中心に絵画、デッサンなど
100 数点ほど展示します。
●日　時　5月3日（木）～5月7日（月）

　　　　9：30 ～ 17：00
●入場料　無料
問細萱美穂人さん（473・3741）

　新緑の碌山美術館を描きます。
●日　時　5月12日（土）～5月13日（日）

　　　　9：00 ～ 12：00
●講　師　小山英一さん
●定　員　20 人
●参加費　2,000 円
問碌山公園研成ホール
　（482・0769）

アンデス地方の遺跡とそこに暮らす
人々などの写真50数点を展示します。
併せて収集品の古代インカの発掘品や
織物もご覧ください。
●日　時　5 月17日（木）～ 5 月 27 日

　　　　（日）9：00 ～ 17：00
　　　　（水 曜 日 休 館・ 最 終 日 は
　　　　16：00 まで）
　　　　講演会「アンデスを旅して」
　　　　5 月 19 日（土）
　　　　13：30 ～ 15：00

●場　所　碌山公園研成ホール
●入場料　無料
問井口喜源治記念館（482･5570）

竹ひごを編んで小型の花かごを作り
ます。気軽にご参加ください。
●日　時　6 月 17 日（日）

　　　　9：30 ～ 15：30
●場　所　美術館主

お も や

屋（座敷部分）
●講　師　竹工芸家 飯島 正章さん
●定　員　10 人（先着順、住所年齢

　　　　不問
　※ただし昨年度同じ講座を受講した

　人は、今回は受講できません）
●参加料　2,000 円
●持ち物　昼食、飲み物、筆記用具、

　　　　エプロン
●申込受付　４月30日（月）～６月14

　　　　　日（木）9：00 ～ 17：00
　※電話でお申し込みください。（休

　館日除く）

ガラスを通じて、家族でゴールデ
ンウィークの思い出づくりをしません
か。事前の申し込みは不要です。当日、
受け付けしてください。
●日　時　4月28日（土）～5月6日（日）
　　　　　9：00 ～ 12：30
　　　　　13：30 ～ 16：30
●場　所　あづみ野ガラス工房前、屋

　　　　外テント
●内　容

《リューター体験》グラス、そばちょこ、
ペーパーウェイトの中から好きな物
を一つ選び、リューターという専用
の道具で、絵柄を彫ります。

《小物作り体験》ガラスの小瓶、フォ
トフレーム、バレッタの中から好き
な物を一つ選び、工房オリジナルの
色ガラスチップを張り合わせ、世界
に一つだけの作品を作ります。

●費　用　リューター体験…1,260 円
　　　　小物作り体験…1,575 円

481・3030 682・0551 4672・80304682・0769
講座「竹ひごでかごを編もう」

参加者の募集
喜寿記念 細萱 美

み ほ と

穂人個展
―美術半世紀の作品から―

美術講座「水彩入門」
参加者の募集

ゴールデンウィーク ガラス体験

井口喜源治記念館理事長
井口 寛次 写真展
―アンデス漂遊―

特別展示 古代インカ文物

第 49 回 童謡祭り

▼
上
下
水
道
部
下
水
道
課
長
（
上
下
水

道
部
下
水
道
課
長
補
佐
兼
維
持
管
理
担

当
係
長
）
中
野
計
正
▼
教
育
委
員
会
学

校
給
食
課
長
（
教
育
委
員
会
学
校
給
食

課
長
補
佐
兼
学
校
給
食
係
長
兼
中
部
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
高
橋
正

光
▼
豊
科
総
合
支
所
地
域
支
援
課
長

兼
産
業
建
設
課
長
（
豊
科
総
合
支
所
地

域
支
援
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）
海
野

元
秀
▼
明
科
総
合
支
所
地
域
支
援
課
長

兼
産
業
建
設
課
長
（
健
康
福
祉
部
社
会

福
祉
課
長
補
佐
兼
明
科
社
会
就
労
セ
ン

タ
ー
所
長
）
西
村
永
明
▼
三
郷
総
合
支

所
地
域
支
援
課
副
参
事
兼
地
域
担
当
係

長
（
三
郷
総
合
支
所
地
域
支
援
課
長
補

佐
兼
生
活
環
境
係
長
）
松
岡
寛

【
退
職
者
】（
平
成
24
年
3
月
31
日
付
部

長
・
課
長
級
以
上
）

▼
土
肥
三
夫
（
総
務
部
長
）
▼
務
台
一

之（
健
康
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
）

▼
関
敏
光
（
上
下
水
道
部
長
）
▼
唐
澤

和
樹
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
局
長
）

▼
臼
井
長
男
（
堀
金
総
合
支
所
長
）

▼
手
塚
辰
男
（
明
科
総
合
支
所
長
）

▼
小
松
孝
彰
（
市
民
環
境
部
生
活
環
境

課
長
）
▼
等
々
力
規
男
（
市
民
環
境
部

廃
棄
物
対
策
課
付
副
参
事
（
穂
高
広
域

派
遣
）
▼
山
田
行
雄
（
監
査
委
員
事
務

局
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記

長
）
▼
岩
岡
千
佐
子
（
三
郷
総
合
支

所
地
域
支
援
課
長
兼
産
業
建
設
課
長
）

▼
保
崎
健
文
（
三
郷
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
長
）
▼
菊
池
孝
子
（
明
科
総
合
支

所
市
民
福
祉
課
長
）

市消防団 新団長が就任

　市消防団長の小出博
はくいちろう

一郎
さんが任期満了に伴い退任
し、後任に寺畑佳

よ し じ

司さん（穂
高有明）（写真）が就任し
ました。任期は４月１日か
ら２年間です。また、副団
長・ 分 団 長 は、22 人 中 13
人の皆さんが新たに就任し
ました。

４月から市役所の組織の一部が
変わりました

市では、きめ細かい行政サービスを提供す
るために、４月から組織機構の一部を変更し
ました。
●商工観光部商工労政課工業振興係を工業振

興担当に変更しました。（下図参照）
●総合支所の係を担当に変更しました。（下

図参照）
●施設完成により教育委員会学校給食課穂高

学校給食センターを北部学校給食センター
に名称変更しました。

臼井文代さん 城倉明日香さん
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Public Library

図書館

今
年
の
秋
に
、
見
事
な
大
輪
菊
を
咲
か
せ
て

み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
ど
な

た
で
も
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日　

全
５
回

・
１
回　

５
月
26
日
（
土
）（
予
定
）

・
２
回　

６
月
初
旬

・
３
回　

７
月
初
旬

・
４
回　

８
月
下
旬

・
５
回　

10
月
初
旬

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午

※
開
講
日
は
、
講
座
受
講
生
に
改
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
場
所　

豊
科
公
民
館
ほ
か

●
講
師　

山
田
高
久
さ
ん
、鈴
木
輝
彦
さ
ん
、

光
菊
花
ク
ラ
ブ

●
定
員　

25
人

●
内
容　

第
１
回
に
菊
苗
の
配
布
と
必
要
な

資
材
の
説
明
、
第
４
回
に
光
菊
花
ク
ラ
ブ

へ
の
現
地
見
学
を
行
い
ま
す
。

●
受
講
料　

１
、０
０
０
円

※
こ
の
ほ
か
に
苗
代
１
、２
０
０
円
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
鉢
や
支
柱
な
ど
、

必
要
な
も
の
は
、
各
自
で
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
し
込
み　

５
月
11
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
ま
た
は
、
豊
科
公
民
館
窓
口
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

市
民
の
融
和
と
親し
ん
ぼ
く睦
、
健
康
と
体
力
増
進

を
目
的
に
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
期
日　

５
月
30
日
（
水
）

●
会
場　

穂
高
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
者
・
勤
務
者

●
定
員　

２
０
０
人
（
50
組
）

●
料
金　

参
加
費
２
、０
０
０
円
の
ほ
か　

プ
レ
ー
費
１
万
円
（
税
別
）

●
申
し
込
み　

５
月
17
日
（
木
）
ま
で
に

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
穂
高
会
館
（

82
・
５
９
７
０ 

82
・

３
９
９
０
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　

高
山
さ
ん
（

82
・
４
５
９
９
）

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
、
親
子
や
友
達
と
楽
し

み
な
が
ら
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

６
月
２
日
（
土
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　

明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流
学
習

施
設
「
ひ
ま
わ
り
」
講
義
室

●
参
加
料　

無
料

●
定
員　

小
学
生
以
上
・
一
般
20
人

●
申
し
込
み　

５
月
２
日
（
水
）
午
前
10
時

か
ら
受
け
付
け
ま
す
（
先
着
順
）

※
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
図
書
館

窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

●
持
ち
物　

は
さ
み
・
も
の
さ
し
・
ボ
ン
ド

（
紙
・
木
工
用
）　

タ
オ
ル
を
使
い
簡
単
に
で
き
る
「
柔
ら
か

ボ
ー
ル
」
を
作
り
ま
す
。

手
縫
い
で
作
る
の
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
講
座
で
す
。
ご
家
族
一
緒
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月
26
日
（
土
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」　

学
習
室

●
参
加
費　

無
料　
　

●
定
員　

20
人　
　
　

●
持
ち
物　

裁
縫
道
具
・
薄
手
の
ハ
ン
ド
タ

オ
ル
２
枚

●
申
込
期
間　

5
月
2
日（
水
）か
ら
電
話
で

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。（
先
着
順
）

豊
科
公
民
館
教
養
講
座

『
楽
し
い
菊
作
り
講
座
』

豊
科
公
民
館

72
・
２
１
５
８ 

73
・
６
４
０
１

第
13
回

あ
づ
み
野
穂
高
地
域
ゴ
ル
フ
大
会

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

明
科
図
書
館
ひ
ま
わ
り
講
座
①

新
聞
de
「
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
つ

く
ろ
う
」
エ
コ
な
飾
り
で
華
や
か
に

明
科
図
書
館

62
・
１
１
２
２ 

62
・
１
１
２
４

新あ
ら
や
こ
う
み
ん
か
ん

屋
公
民
館
（
穂
高
有
明
）

新
屋
公
民
館
は
、
公
民
館
活
動
の
草
創

期
で
あ
っ
た
昭
和
26
年
（
一
九
五
一
年
）
に

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
た
映
画
の
上
映
会
が
人
気
を
博
し
、
図
書

室
や
会
議
室
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の

人
々
に
娯
楽
を
提
供
し
、
教
養
を
高
め
る
文

化
の
拠
点
と
し
て
、
大
き
な
期
待
を
担
っ
て

い
た
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

建
物
は
、モ
ダ
ン
な
外
観
を
持
つ
一
方
で
、

屋
根
を
支
え
る
ト
ラ
ス（
洋
小
屋
組
）を
設
け

て
、
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
広
い
空
間
を
作
り
出

す
な
ど
、構
造
に
も
工
夫
が
施
さ
れ
ま
し
た
。

60
年
前
の
建
築
技
術
を
当
時
の
ま
ま
伝
え

る
新
屋
公
民
館
は
、
今
も
な
お
、
新
屋
区
の

人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化 

そ
の
６

文
化
課
文
化
財
保
護
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５場所：穂高有明・新屋区

図
書
館
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

ふ
わ
ふ
わ
ボ
ー
ル
作
り

豊
科
図
書
館

71
・
４
０
２
２ 

73
・
１
８
０
１

お
す
す
め
の
一
冊

神か
む
さ
り去
な
あ
な
あ
日
常三浦　

し
を
ん 

編
著

紹介する人

柳沢　孝介 くん
（三郷小学校６年）

家
で
ふ
と
手
に
し
た
、
お
す
す
め
の
一

冊
を
紹
介
し
ま
す
。

高
校
を
卒
業
し
た
ら
、
ま
あ
適
当
に
フ

リ
ー
タ
ー
で
食
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

た
主
人
公「
平
野
勇
気
」。そ
れ
が
、母
ち
ゃ

ん
と
担
任
の
熊
や
ん
の
ワ
ナ
に
は
ま
っ
て

山
奥
の
神か

む
さ
り去
村
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
。
そ

し
て
、
最
初
は
い
つ
脱
出
し
よ
う
か
と
思

い
な
が
ら
林
業
の
研
修
を
受
け
て
い
た
の

が
、神
去
村
の
楽
し
く
て
、す
っ
と
ん
き
ょ

う
な
人
た
ち
と
か
か
わ
っ
て
い
く
う
ち
に
、

神
去
村
が
好
き
に
な
り
、
山
仕
事
に
精
を

出
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
お
話
で
す
。

ぼ
く
は
、こ
の
お
話
を
読
ん
で
、主
人
公

の
平
野
勇
気
が
月
日
が
た
つ
う
ち
に
ど
ん

ど
ん
成
長
し
て
い
く
と
こ
ろ
や
、
時
に
は

冷
た
い
こ
と
を
言
う
が
、
勇
気
を
あ
た
た

か
く
見
守
っ
て
い
て
く
れ
た
神
去
村
の
人

た
ち
に
と
て
も
感
動
し
、
何
度
読
ん
で
も

あ
き
な
い
面
白
い
本
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
本
は
、三
郷
図
書
館
に
も
あ
り
ま
す
。

中央図書館484・0111 684・0116　豊科図書館471・4022 673・1801　三郷図書館476・3078 676・3077　堀金図書館472・5796 672・5801　明科図書館462・1122 662・1124

図書館映画上映会（入場無料）
「ドルフィンブルー」2007 年 日本映画

●日時　11日（金）
　　　　開場　18：30　上映　19：00～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

おりがみの部屋
中央図書館　●日時　16 日（水）16：15 ～
　　　　　　●場所　中央図書館おはなしのへや
堀金図書館　●日時　23 日（水）16：15 ～
　　　　　　●場所　堀金図書館児童コーナー

◇中央図書館　おはなしのとびら
　中央図書館おはなしのへや
　2・9・16・23 日（各水曜日）
 10：30 ～（乳幼児対象）
◇中央図書館　おはなしとしょかん
　中央図書館おはなしのへや
　19 日（土） 10：30 ～（乳幼児対象）
 11：20 ～（幼児以上対象）

◇豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
　豊科図書館多目的室
　18 日（金） 11：00 ～（乳幼児対象）
◇豊科図書館　おはなしたんぽぽ
　豊科図書館多目的室
　18 日（金） 16：30 ～（幼児以上対象）
◇三郷図書館　ポケットの会
　三郷公民館児童室
　12 日（土） 10：30 ～（乳幼児以上対象）

◇堀金図書館　おはなしのへや
　堀金図書館児童コーナー
　 9 日（水） 10：30 ～（乳幼児対象） 
　15 日（火） 16：20 ～（幼児以上対象）
◇明科図書館　ひまわりおはなし会
　明科図書館内おはなしの部屋
　26 日（土） 11：00 ～（乳幼児以上対象）

ドキドキ・ワクワクお話の世界

5 月のイベント

※日本語字幕あり

期日・期間 競技会名 場　　　　所
7月 1日（日） マレットゴルフ競技会　※ 明科御宝田マレットゴルフ場

16 日（月） 硬式テニス競技会 豊科南部総合公園テニスコート
8月 5日（日） ソフトバレーボール競技会 穂高総合体育館

25 日（土） 卓球競技会 穂高総合体育館
9月 2日（日） 空手道競技会 堀金総合体育館

14 日（金） ゲートボール競技会 三郷文化公園グラウンド
16 日（日）
17 日（月） バスケットボール競技会 穂高西中学校体育館・講堂

10月 4日（木） ゴルフ競技会 豊科カントリークラブ
8 日（月） 弓道競技会 豊科弓道場

8 日（月） バドミントン競技会 三郷文化公園体育館
三郷体育館

28 日（日） 軟式野球競技会 堀金総合運動場、
市営県民豊科運動広場

28 日（日） ソフトボール競技会 有明運動場
11月18日（日） 柔道競技会 三郷文化公園体育館

18 日（日） 女子バレーボール競技会 堀金総合体育館
堀金小学校体育館

18 日（日） ワンバウンドふらばーるバレー競技会 豊科勤労者総合スポーツ
施設体育館

25 日（日） 剣道競技会 三郷文化公園体育館

12月 2日（日） フットサル競技会 堀金多目的屋内運動場
堀金中学校体育館

平成 24 年度　第３回市民スポーツ祭種目別競技会開催予定
　市民スポーツ祭種目別競技会を下記のとおり開催します。開催要項、参加
申込書は、安曇野市体育協会事務局、または各地域公民館窓口でお求めく
ださい。

※マレットゴルフ競技会への参加は、市内 5 地域での予選会のいずれか１つに出場
する必要があります。予選会出場を希望される方は、5 月１日（火）までに安曇
野市体育協会事務局へお申込みください。

問い合わせ：安曇野市体育協会事務局（堀金総合体育館内）4688・3516
　　　　　　教育委員会社会教育課スポーツ振興係 462・4565 662・3525　



162012.4.25　広報あづみの

Information

情
報
ボ
ッ
ク
ス

本

堀

安

豊

穂

三

明

健

市
役
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本
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県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
総
合
支
所

穂
高
総
合
支
所

三
郷
総
合
支
所

堀
金
総
合
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

16

明
科
総
合
支
所

17 広報あづみの　2012.4.25 2012.4.25　広報あづみの

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします。

●
応
募
方
法　

各
総
合
支
所
地
域
支
援

課
窓
口
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
、押
印
の
う
え
、小
論
文
「
安

曇
野
市
行
財
政
改
革
へ
の
提
案
」（
８

０
０
字
程
度
、
様
式
任
意
）
を
添
え

て
、
郵
送
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込

書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

●
選
考
方
法　

①
申
込
書
お
よ
び
小
論

文
に
よ
る
書
類
選
考
に
よ
り
行
い
ま

す
。（
申
込
書
お
よ
び
小
論
文
は
返

却
し
ま
せ
ん
）
②
選
考
を
公
平
か
つ

円
滑
に
行
う
た
め
選
考
委
員
会
を
設

け
て
行
い
ま
す
。
③
選
考
結
果
は
6

月
末
日
ま
で
に
応
募
者
全
員
に
通
知

し
ま
す
。

※
小
論
文
は
他
者
か
ら
引
用
せ
ず
、
独

自
の
論
文
と
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

に
反
し
た
場
合
は
選
考
を
取
り
消
す

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
期
限　

5
月
22
日
（
火
）

（
当
日
消
印
有
効
）

●
応
募
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
９
３
２
‐
46

市
役
所
本
庁
舎
内
行
政
改
革
推
進
室

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人

で
、
障
害
の
程
度
や
所
有
す
る
軽
自
動

車
の
使
用
目
的
な
ど
、
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
軽
自

動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
昨
年
度
減

免
を
受
け
て
い
て
、
減
免
継
続
申
請
を

提
出
し
た
人
は
、
新
た
に
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
請
期
間　

納
税
通
知
書
到
着
後
～

5
月
24
日
（
木
）
ま
で
（
期
限
厳
守
）

●
注
意
事
項　

自
動
車
税
の
減
免
、
タ

ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付
を
受
け
て

い
る
場
合
は
減
免
で
き
ま
せ
ん
。
減

免
で
き
る
車
両
は
１
人
１
台
で
す
。

●
持
ち
物　

運
転
免
許
証
・
印
鑑
・
身

体
障
害
者
手
帳
等
・
車
検
証
・
納
税

通
知
書
（
5
月
上
旬
発
送
）

●
受
付
場
所　

各
総
合
支
所
地
域
支
援

課
ま
た
は
豊
科
総
合
支
所
内
市
民
税
課

第
2
次
市
行
財
政
改
革
大
綱
・
実

施
計
画
の
進
捗
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ

く
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
人
。
た
だ

し
、
次
の
①
～
④
に
掲
げ
る
人
を
除

き
ま
す
。
①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団

体
の
議
会
の
議
員
②
常
勤
の
国
家
公

務
員
お
よ
び
地
方
公
務
員
③
本
市
の

附
属
機
関
等
の
公
募
に
よ
る
委
員
で

あ
る
人
④
市
税
の
滞
納
が
あ
る
人

●
任
期　

委
嘱
の
日
（
平
成
24
年
7
月

を
予
定
）
～
2
年
間

●
委
員
会　

市
長
の
委
嘱
す
る
15
人
以

内
で
、
公
募
委
員
・
学
識
経
験
者
・

民
間
団
体
の
代
表
者
な
ど
で
構
成
。

●
公
募
人
数　

5
人
以
内

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします。

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

●
場
所　

豊
科
消
防
署
2
階
会
議
室

●
定
員　

30
人

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

5
月
6
日
（
日
）
ま
で

に
豊
科
消
防
署
（
72･

３
１
４
５
）

ま
た
は
穂
高
消
防
署
（

82･

３
２

６
２
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

自
家
野
菜
の
栽
培
を
通
し
て
農
業
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
豊
科
地
域
の
市

民
農
園
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
場
所
・
区
画
数　

▽
下
鳥
羽
農
園
2

区
画
▽
下
飯
田
農
園
１
区
画

●
利
用
期
間　

平
成
25
年
3
月
31
日
ま

で
（
5
年
以
内
で
延
長
可
能
）

●
農
園
面
積
・
利
用
料
（
１
区
画
）

・
下
鳥
羽
農
園
50
平
方
㍍
２
０
０
０
円

・
下
飯
田
農
園
30
平
方
㍍
１
２
０
０
円

●
申
込
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

●
申
し
込
み　

5
月
7
日
（
月
）
か
ら

11
日（
金
）ま
で
の
間
に
、
豊
科
総
合

支
所
産
業
建
設
課
へ
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
希
望
す
る
農
園
を
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。申
し
込

み
多
数
の
場
合
、5
月
18
日（
金
）に

抽
選
会
を
開
催
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が
7
月
19

日
付
で
満
了
と
な
り
、改
選
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
7
月
は
農
地
法
許
可
申

請
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。
翌
8

月
の
定
例
総
会
の
審
議
と
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
お
急

ぎ
の
場
合
は
、
6
月
の
締
め
切
り
に
間

に
合
う
よ
う
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
書
等
の
提
出
期
限

6
月
…
6
月
15
日
（
金
）

8
月
…
8
月
15
日
（
水
）

田
植
え
の
シ
ー
ズ
ン
を
向
か
え
る

と
、
道
路
を
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
耕

車
が
通
行
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
は
一
般
の
自
動
車
よ

り
も
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
た
め
、
追
い
越

し
な
ど
で
事
故
の
な
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
水
田
の
泥
が
ト
ラ

ク
タ
ー
の
輪
に
付
着
し
て
道
路
に
出
て

し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
様
な

場
所
は
徐
行
し
て
通
行
す
る
な
ど
、
安

全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
故
人
が

広
域
豊
科
葬
祭
セ
ン
タ
ー
で
火
葬
さ
れ

た
場
合
、
4
月
１
日
か
ら
火
葬
料
が
無

料
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
広
域
豊
科

葬
祭
セ
ン
タ
ー
以
外
で
火
葬
さ
れ
た
場

合
で
も
、
事
後
の
申
請
に
よ
り
１
遺
体

７
０
０
０
円
、
１
胎
児
３
５
０
０
円
を

扶
助
し
ま
す
。
申
請
書
類
は
死
亡
届
の

提
出
時
に
届
出
人
に
お
渡
し
し
ま
す
。

●
提
出
先　

各
総
合
支
所
地
域
支
援
課

地
域
担
当

心
肺
蘇そ
せ
い
ほ
う

生
法
を
中
心
に
、
一
般
市
民

に
も
使
用
が
認
め
ら
れ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
用
法
を
含

む
基
本
的
な
応
急
手
当
の
知
識
と
技
術

を
学
び
ま
す
。
応
急
手
当
の
内
容
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
受
講
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

5
月
13
日
（
日
）

午
前
9
時
～
正
午
ま
で

集

募

の

員

委

７
月
は
農
地
法
許
可
申
請
の
受
け

付
け
は
行
い
ま
せ
ん

問
三
農
業
委
員
会
事
務
局

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員
を
募
集

問
本
行
政
改
革
推
進
室

（

71･

２
０
０
０
㈹ 
71･
５
０
０
０
）

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

問
豊
市
民
税
課
諸
税
係

（

72･

３
１
１
１
㈹ 

72･

８
３
４
０
）

豊
科
地
域
市
民
農
園
利
用
者
の
再
募
集

問
豊
産
業
建
設
課
地
域
振
興
担
当

（

72･

３
１
１
１
㈹ 

72･

８
３
４
０
）

春
の
農
繁
期
に
お
け
る
道
路
通
行

問
三
農
政
課
集
落
支
援
係

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

広
域
豊
科
葬
祭
セ
ン
タ
ー

火
葬
料
が
無
料
に
な
り
ま
し
た

問
穂
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

救
急
車
が
来
る
ま
で
に
で
き
る
こ
と

普
通
救
命
講
習
会

問
堀
危
機
管
理
室
消
防
防
災
担
当

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

金

税

し

ら

暮

業

農



182012.4.25　広報あづみの

本本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

19 広報あづみの　2012.4.25

域
区
分
の
変
更　

▽
豊
科
・
穂
高
・

明
科
・
三
郷
・
堀
金
都
市
計
画
区
域

の
変
更　

▽
豊
科
・
穂
高
・
明
科
・

三
郷
・
堀
金
都
市
計
画　

都
市
計
画

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方

針
（
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
）
の
変
更

●
変
更
案
の
閲
覧
場
所

・
県
庁
建
設
部
都
市
計
画
課

・
安
曇
野
建
設
事
務
所

・
豊
科
総
合
支
所
内
都
市
計
画
課

●
閲
覧
期
間　

4
月
26
日
（
木
）
～
5

月
18
日
（
金
）（
土
日
、祝
日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

●
公
聴
会
の
開
催
日
時　

5
月
20
日

（
日
）午
前
10
時（
公
述
人
が
な
い
場

合
は
公
聴
会
を
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
安
曇
野
建
設
事

務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
会
場　

県
安
曇
野
庁
舎
4
階
講
堂

●
公
述
条
件　

地
域
内
の
市
民
そ
の
他

利
害
関
係
を
有
す
る
人
に
限
り
ま
す
。

●
公
述
申
し
出
期
間
・
提
出
場
所　

4
月
26
日
（
木
）
～
5
月
11
日
（
金
）

閲
覧
場
所
と
同
じ

●
公
述
の
申
し
込
み　

公
述
の
申
し
込

み
を
さ
れ
る
人
は
、
閲
覧
場
所
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す「
公
述
申
出
書
」に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
公
述
申

し
出
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
郵
送
で
申
し
込
ま
れ
る
場
合
は
、

5
月
11
日（
金
）の
必
着
と
し
ま
す
。

県
で
は
、
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
等
の
変
更
に
伴
い
、
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
聴
き
、
計
画

に
反
映
さ
せ
る
た
め
公
聴
会
を
開
催
し

ま
す
。

●
変
更
内
容　

▽
豊
科
都
市
計
画　

区

太
極
拳
は
腰
痛
や
膝
痛
の
軽
減
や
呼

吸
を
ゆ
っ
く
り
す
る
こ
と
で
、
ス
ト
レ

ス
解
消
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
１

回
目
と
11
回
目
に
効
果
測
定
を
行
い
、

ま
た
介
護
予
防
の
メ
ニ
ュ
ー
や
歯
科
相

談
も
行
い
ま
す
。

●
場
所　

明
科
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

●
持
ち
物　
タ
オ
ル
・
水
分
補
給
で
き
る
も
の

●
講
師　

日
本
健
康
太
極
拳
協
会
師
範

　

飯
島
重
男
さ
ん

●
参
加
料　

無
料（
傷
害
保
険
料
別
途
）

●
対
象
者　

お
お
む
ね
60
歳
～
74
歳

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

5
月
7
日
（
月
）
午
前

8
時
30
分
か
ら
電
話
で
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。
フ
ァ
ク
ス
で
の
お

申
し
込
み
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
初
心
者

を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
、
近
隣
市
町
村
に

在
住
し
、
次
の
①
か
ら
③
の
要
件
を

満
た
す
人
。
①
県
動
物
愛
護
会
安
曇

野
支
部
の
会
員
で
あ
る
こ
と
（
開
校

日
に
入
会
可
、年
会
費
１
０
０
０
円
）

②
犬
の
年
齢
が
生
後
3
カ
月
以
上
で

あ
る
こ
と
③
全
日
程
に
参
加
可
能
で

あ
る
こ
と

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
費
用　

５
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

5
月
11

日（
金
）ま
で
に
、
長
野
県
動
物
愛
護

会
安
曇
野
支
部
（

40･

１
９
４
３

47･

９
２
９
３
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
・
リ
ズ
ム
体
操
・

筋
力
運
動
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

１
回
目
と
11
回
目
に
効
果
測
定
を
行

い
、
ま
た
介
護
予
防
の
メ
ニ
ュ
ー
や
歯

科
相
談
も
行
い
ま
す
。

●
場
所　

堀
金
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
持
ち
物　

タ
オ
ル
・
水
分
補
給
で
き

る
も
の

●
講
師　

城
西
病
院
健
康
セ
ン
タ
ー

健
康
運
動
指
導
士

●
参
加
料　

無
料（
傷
害
保
険
料
別
途
）

●
対
象
者　

お
お
む
ね
70
歳
～
79
歳

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

5
月
7
日（
月
）午
前
8

時
30
分
か
ら
電
話
で
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。
フ
ァ
ク
ス
で
の
お
申

し
込
み
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

3・11東日本大震災　～「縁」が結ぶ復興への『絆』～
遠野市から感謝楯が贈呈されました

国土交通省千曲川河川事務所からのお知らせ
河川愛護モニターの募集

姉妹都市の武蔵野市を通じて交流があり、東日本大震災の際に市が物資や義援
金を送った岩手県遠野市が 3 月 18 日、「東日本大震災・後方支援の集い」を開催し
ました。当日は支援を行った都市や団体に対し、遠野市の本田敏秋市長から感謝楯

『絆』が贈呈されました。震災後、全国から集まった物資を分配できず山積みにせ
ざるを得ない被災地がある中、遠野市は支援の拠点となって物資分配の采配を振
るうなど、近隣被災地の支援に大きな役割を果たし、支援の好事例として注目を
集めました。なお、安曇野市が受けた感謝楯のほか記録資料などを、本庁舎１階
に展示していますのでご覧ください。

千曲川・犀川に関する意見や、モニター自身の河川愛護に関する活動状況などを
毎月報告していただきます。
●任期　平成 24 年 7 月 1 日～平成 25 年 6 月 30 日
●募集条件・人員　20 歳以上、若干名　●報酬　月額 4,580 円
●応募方法　5 月 18 日（金）までに、はがきに住所、氏名、年齢、電話番号を明記のう

え「河川愛護モニター応募用紙希望」と書き、下記へ応募用紙の請求をしてください。
●請求・応募先　〒 380・0903　長野市鶴賀字峰村 74
　国土交通省千曲川河川事務所占用調整課「河川愛護モニター募集」係
問国土交通省千曲川河川事務所（4026･227･7768）

●軽自動車税 （１期）
●後期高齢者医療保険料 （２期）
●介護保険料 （５月分）
●水道料金 （豊科･堀金･明科地域）
●下水道使用料 （穂高･三郷地域）

＝納期限は5月31日（木）＝

５月の納期

安
曇
野
都
市
計
画
区
域
の
指
定
、

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、開
発
及

び
保
全
の
方
針（
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）の
決
定
等
に

つ
い
て
の
公
聴
会
の
開
催

問
安
曇
野
建
設
事
務
所
整
備
課
計
画

調
査
係（

72･

８
３
０
８
）

ま
た
は
豊
都
市
計
画
課
計
画
係

（

72･

３
１
１
１
㈹ 

72･

８
３
４
０
）

り

く

づ

街

測定
結果

４/28
（土）

３月分の空間放射線量

ほりでーゆ～四季の郷

リフレッシュオープン

　いずれの地点においても健康に影響のない値
でした。詳しくは市ホームページをご覧ください。
問穂生活環境課環境保全係
　（482･3131 ㈹ 682･6622）

　休館していた「ほりでーゆ～四季の郷」が、
大浴場や外壁、ロビー、客室の一部などの改修
を終え、4 月 28 日から営業を再開します。お問
い合わせは「ほりでーゆ～四季の郷」まで。
473･8500 673･8501　m info@holiday-you.co.jp
uhttp://www.holiday-you.co.jp/
改修工事に関するお問い合わせ
問三農政課庶務担当（477･3111 ㈹ 677･6060）

測定
地点

（マイクロシーベルト／時間）
３/６（火） ３/１３（火） ３/１９（月） ３/２７（火）

本 庁 舎 0.10 0.09 0.09 0.08
豊科庁舎 0.10 0.07 0.10 0.09
穂高庁舎 0.11 0.10 0.09 0.09
三郷庁舎 0.09 0.10 0.09 0.09
堀金庁舎 0.10 0.09 0.10 0.09
明科庁舎 0.09 0.08 0.09 0.08
穂高健康

支援センター 0.10 0.10 0.10 0.10

康

健あ
づ
み
の
体
操
教
室
参
加
者
の
募
集

問
健
高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係

（

81･

０
７
６
０ 

81･

０
７
０
３
）

シ
ニ
ア
の
健
康
太
極
拳
教
室

参
加
者
の
募
集

問
健
高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係

（

81･

０
７
６
０ 

81･

０
７
０
３
）

●日程（全 12 回）
※時間は 13:30 ～ 15:00
第 １ 回 ６月６日（水）
第 ２ 回 12日（火）
第 ３ 回 20日（水）
第 ４ 回 27日（水）
第 ５ 回 ７月４日（水）
第 ６ 回 18日（水）
第 ７ 回 25日（水）
第 ８ 回 ８月８日（水）
第 ９ 回 22日（水）
第 10 回 29日（水）
第 11 回 ９月５日（水）
第 12 回 12日（水）

●日程（全 12 回）
※時間は 9:30 ～ 11:30
第 １ 回 ５月25日（金）
第 ２ 回 ６月１日（金）
第 ３ 回 ８日（金）
第 ４ 回 15日（金）
第 ５ 回 22日（金）
第 ６ 回 28日（木）
第 ７ 回 ７月６日（金）
第 ８ 回 13日（金）
第 ９ 回 23日（月）
第 10 回 ８月10日（金）
第 11 回 24日（金）
第 12 回 31日（金）

護

愛

物

動
県
動
物
愛
護
会
安
曇
野
支
部

犬
の
し
つ
け
方
教
室《
春
季
》

問
穂
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

内容 日時 開催場所

開校式 5月13日（日）
13:30～16:00

堀金公民館
講義室

実
技
講
習

第 1 回 20日（日）
9:00～10:30

JA あづみ
果実選果所

第 2 回 27日（日）
9:00～10:30

第 3 回 6月 3日（日）
9:00～10:30

第 4 回 10日（日）
9:00～10:30

閉校式 17日（日）
9:00～12:00

●日程

◎
次
回
の
発
行
に
つ
い
て

5
月
は
「
広
報
あ
づ
み
の
お
知
ら
せ
版
」
の

発
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
回
の
発
行
は
5
月

23
日
（
水
）
で
す
。
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税制
改正催し

わ
る
市
県
民
税
の
特
別
徴
収
税
額
決
定

通
知
書
を
、
5
月
上
旬
に
事
業
所
な
ど

へ
郵
送
し
ま
す
。
毎
月
の
給
与
か
ら
市

県
民
税
が
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人
は
、

勤
務
先
を
通
じ
て
配
布
さ
れ
る
税
額
決

定
通
知
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
納
付
書
な
ど
に
よ
り
ご
自
身
で
市

県
民
税
を
納
め
る
人
に
は
、
6
月
に
納

税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

問
豊
市
民
税
課
市
民
税
担
当

　
（

72･

３
１
１
１
㈹ 

72･

８
３
４
０
）

安
曇
野
早
春
賦
音
楽
祭（
本
ス
テ
ー
ジ
）

早
春
賦
音
楽
祭
実
行
委
員
会
・
早
春

賦
愛
唱
会
で
は
、
第
27
回
早
春
賦
音
楽

祭
本
ス
テ
ー
ジ
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

5
月
20
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
開
演

●
場
所　

穂
高
会
館
講
堂

●
入
場
料　

前
売
り
券
５
０
０
円
／
当

日
券
８
０
０
円
（
小
中
高
生
無
料
）

●
内
容　

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
早
春
賦
誕

生
99
年
記
念
ス
テ
ー
ジ
（
早
春
賦

吉
丸
作
品
“
安
曇
野
に
寄
せ
る
心
の

詩
”
ほ
か
）
▽
招
待
演
奏　

小
中
学

校
重
唱
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
校
演
奏
ほ

か
、
ゲ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ　

マ
ン
ド
リ

ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
か
な
で
お
ん
」、

ぬ
く
も
り
あ
っ
た
か
バ
ン
ド
“
ジ
ャ

ム
ッ
ク
ス
”

問
早
春
賦
愛
唱
会

　
（
82･

７
２
９
０   

82･

２
３
９
５
）

◎
変
更
内
容
は
？

16
歳
未
満
の
年
少
扶
養
親
族
に
対
す

る
扶
養
控
除
の
廃
止

【
33
万
円
→
0
円
】

16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
人
に
係
わ
る

扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分
の
廃
止

【
45
万
円
→
33
万
円
】

※
平
成
24
年
度
の
対
象
年
齢
の
判
断

▽
16
歳
未
満
…
平
成
8
年
１
月
2
日
以

後
に
生
ま
れ
た
人

▽
16
歳
以
上
19
歳
未
満
…
平
成
5
年
１

月
2
日
か
ら
平
成
8
年
１
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

※
16
歳
未
満
の
年
少
扶
養
親
族
は
扶
養

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
扶

養
親
族
の
人
数
と
所
得
金
額
と
で
市

県
民
税
が
課
税
さ
れ
る
か
ど
う
か
を

判
断
す
る
市
県
民
税
の
非
課
税
限
度

額
の
計
算
に
使
わ
れ
ま
す
。

◎
市
県
民
税
の
額
は
ど
う
な
る
？

18
歳
以
下
の
扶
養
親
族
が
い
る
納
税
者

は
、
昨
年
度
と
単
純
に
比
較
し
て
市
県
民

税
の
額
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
給
与
か
ら
天
引
き
の
人
は
、
税
額
決

定
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
の
給
与
所
得
な
ど
に
係

あ
づ
み
の
公
園
早
春
賦
音
楽
祭

日
本
の
春
の
名
歌
“
早
春
賦
”
の
ふ

る
さ
と
「
安
曇
野
」
を
舞
台
に
、
第
8

回
早
春
賦
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。
新

緑
の
園
内
に
響
く
音
楽
を
満
喫
し
ま
せ

ん
か
。

●
日
時　

5
月
4
日（
祝
・
金
）午
前
10
時
～

※
公
園
は
午
前
9
時
30
分
か
ら
開
園

●
場
所　

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公

園
［
堀
金
・
穂
高
地
区
］（
当
日
入

園
無
料
・
雨
天
決
行
）

●
内
容　

▽
音
楽
フ
リ
ー
広
場
▽
ウ
ェ
ル

カ
ム
ス
テ
ー
ジ
（
随
時
）
▽
ゲ
ス
ト
湯

澤
か
よ
こ
さ
ん  

▽
招
待
演
奏
（
松
本

コ
ー
ル
ク
ン
ス
ト
、
波
田
少
年
少
女
合

唱
団
、
松
本
音
楽
団
、
小
中
学
校
重

唱
コ
ン
ク
ー
ル
＆
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
優
秀
演
奏
団
体
ほ
か
）
な
ど

問
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
堀
金
・
穂

高
管
理
セ
ン
タ
ー（
71･

５
５
１
１
）

就職ガイダンス 2013松本一日合同行政相談所
ハローワーク松本では、平成 25 年 3 月に大

学・短大等を卒業予定の人および、おおむね
3 年以内の既卒者を対象とした「就職ガイダ
ンス 2013」を開催します。参加は無料で、事
前の予約は不要です。
●日時　5 月 7 日（月）
　　　　13：00 ～ 16：00（受付 12：30 ～）
●場所　ホテルブエナビスタ（松本市）
問ヤングハローワーク松本（431･8600）

総務省長野行政評価事務所では、不動産の登記、年金、
建築や農地などの役所の仕事についての相談や、法律相
談などをお受けする「松本一日合同行政相談所」を開催
します。相談は無料で申し込み不要です。相談に関する
資料等を持参のうえ、直接会場へお出掛けください。
●日時　5 月 21 日（月）10：00 ～ 15：00（受付 14：30 まで）
●場所　井上百貨店本館７階大ホール（松本市）
問総務省長野行政評価事務所（40570･090110）

市
県
民
税
の
18
歳
以
下
の
扶
養
控
除
が
変
わ
り
ま
す

安
曇
野
は
春
欄
漫　

コ
ン
サ
ー
ト
に
出
掛
け
ま
せ
ん
か
！

上乗せ分
（12万円）
【廃止】

同居老親等
加算7万円

～15歳 16～18歳 19～22歳 23～69歳 70歳～

扶　養　親　族
控除対象扶養親族

年齢

特定扶養控除 老人扶養控除扶養控除扶養控除

38万円

扶養控除

45万円33万円 33万円【廃止】

控除額

例えば…

500 万円の給与収入がある会社員の A さんは、専業主婦の妻と 17 歳と 14 歳
の２人の子どもの 4 人暮らしです。収入額と扶養控除以外の控除額が昨年度
と同額とした場合を例に、1 年間の市県民税額を計算してみます。

給与収入 500 万円
給与所得 346 万円

給与収入 500 万円
給与所得 346 万円

社会保険料控除 50 万円
配偶者控除 33 万円
扶養控除 78万円
基礎控除 33 万円
控除計 194 万円

社会保険料控除 50 万円
配偶者控除 33 万円
扶養控除 33万円
基礎控除 33 万円
控除計 149 万円

市県民税額 14 万円 市県民税額 19 万 4 千円

２人の子どもの
扶養控除

〈17 歳〉　　　
45 万円→ 33 万円

〈14 歳〉　　　
33 万円→ 0 円

平成 23 年度まで 平成 24 年度から

特別ゲスト
太田裕美さん

ゲスト
「かなでおん」の皆さん

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み
問い合わせ

運転免許更新
特定任意講習会

安曇野交通安全協会では、運
転免許更新者を対象に特定任
意講習会を開催します。この
講習を受けると、更新時の講
習は免除されます。70歳以上・
更新時に 70 歳になる人は、
別講習が必要なため受講でき
ません。また、優良運転者は
受講する必要はありません。

日：５月 15 日（火）
受付 18：20 ～
講習 19：00 ～ 21：00

場：堀金総合支所３階
301 会議室

対象者：５月 16 日～
11 月 15 日 ま で の
間に運転免許を更
新する人。

料：1,700 円

申：不要
問：安曇野交通安全協会
（4672･2263）

※自動車運転免許証・筆記用
具を持参してください。

弓道教室Ⅰ
（昼の部）

弓道に興味をお持ちの人はご
参加ください。技術、作法な
どを基本から学びます。市体
育協会弓道部員が指導します。

期間：５月 22 日～７月
10 日（毎週火曜日・
金曜日）（全 15 回）

時間：９：00 ～ 11：00

対象者：成人以上
定：10 人（先着順）
料：全15回 4,000円

問：申：市体育協会弓道部
丸山萬佐巳さん

（473･3885）
４月 23 日～５月 12 日の間
に電話でお申し込みください。

※運動のできる服装で、足袋
を用意してください。

弓道教室Ⅱ
（夜の部）

期間：５月 22 日～７月
10 日（毎週火曜日・
金曜日）（全 15 回）

時間：19：00 ～ 21：00

対象者：高校生以上
定：20 人（先着順）
料：全15回 4,000円

マレットゴルフ
初心者講習会

マレットゴルフ初心者を対象
にした講習会。体力向上と交
流を図ります。

日：６月５日（火）～
15 日（金）の火・金
曜日（全４回）13：30
～ 15：30

場：机上講習（初日）：
穂高会館　
実地講習：穂高権現宮
マレットゴルフ場

対象者：市内在住のマ
レットゴルフ初心者

定：30 人
料：1,000 円
　　（保険料を含む）

問：申：穂高マレットゴルフ協会
事務局 藤原さん

（483・3131）
5 月 1 日から権現宮マレッ
トゴルフ場で申し込みを開
始 し ま す。（482・0097）
午前中のみ。

アフリカへ毛布を
送る運動

アフリカの人たちに毛布を送
る運動を行っています。右記
会場へ持参してください。皆
さんの善意で清潔な毛布の提
供をお願いします。

日：５月 11 日（金）
10：00 ～ 15：00

場：ザ・ビック穂高店前 ―

問：アフリカへ毛布を送る運動
安曇野市推進協議会事務局長
熊井さん（482・5170）

※持参できない場合、連絡いただ
ければ毛布を取りに伺います。

後 援 な ど 日＝日時　場＝場所　定＝定員　料＝料金　申＝申し込み　問＝問い合わせ

Ａさんの場合、
昨年度に比べて

市県民税の額が年間で
５万４千円増える
ことになります。
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～中小企業、個人事業主の皆さまへお知らせ～
厳しい経済環境の中で、積極的に事業を営む市内中小企業事業者を支援するため、市では商工業助成制度および

商工業融資制度を行っています。詳しくは下記へお問い合わせください。

商工業助成制度
●商業関係助成制度　問穂商工労政課商業労政係（482･3131 ㈹ 682･6622）

事業名 内容 補助要件 経費、補助率、限度額等

新規
空き店舗等
活用促進事業

事業者（個人･法人）、商業団
体、NPO などが 空き店舗
を賃借して事業を営む場合
に家賃の一部を助成する。

商業団体、事業者等が空き店舗
を商業、サービス業、集客に役立
つ施設の用途に提供するために、
経営指導員の承認を受け、新た
に賃貸借契約を締結した物件

家賃相当額に 2 分の 1 を乗じて得
た額の範囲内とし、月額 5 万円を
限度とする。ただし、補助金の交
付は 3 年以内とする。

販路拡大展示会
出店事業

中小企業者等が販路拡大を
目指して展示会等へ出展す
る場合の費用の一部を助成
する。

県外の見本市、商談会等に市内
の中小企業者などが出展するも
の。市長が特に認めた展示会等
へ市内の中小企業者が出展する
もの。

出展小間料および小間内装飾費用
に 3 分の 1 を乗じて得た額の以内
とし、5 万円を限度とする。ただし、
補助金の交付は 1 事業者につき 1
年度当たり 1 回とする。

街路灯維持管理事業

商店街等が所有している街
路灯の適正な維持管理に要
する経費に対し、その一部
を助成する。

市街路灯台帳に掲載されている
街路灯

街路灯に係る電気料はその年間総
額の３分の１を乗じて得た額の以
内とする。撤去が必要な街路灯は、
その撤去費用に３分の１を乗じ
て得た額の以内とし、１基当たり
２万円を上限とする。

●工業関係助成制度　問穂商工労政課工業振興担当（482･3131 ㈹ 682･6622）
事業名 内容 補助要件 経費、補助率、限度額等

拡充
工場等設置事業

特定地域内に工場等を新
設、移設または増設した場
合、およびそれに伴い新た
に取得した償却資産に係る
固定資産税相当額を第３年
度まで助成する。

工場等の新設、移設または増設
に直接要する経費が 3,000 万
円以上のものであること。

新設、移設または増設した建物お
よびそれに伴い取得した償却資産
に係る固定資産相当額を第３年度
まで補助。ただし、３カ年の合計
額は 3,000 万円を限度とする。

新規
生産設備取得事業

特定地域内で生産設備を取
得した場合、補助金を交付
し助成する。

生産設備の取得に伴い新規常勤
雇用者が一定数増加するもので
あること。

生産設備の取得費に 100 分の 10
を乗じて得た額以内とし、5,000
万円を限度に３年間の分割補助を
する。

拡充
工場用地取得事業

工場等を新設、移設または
増設するため特定地域内に
その用地を取得する場合、
取得用地の固定資産税相当
額を第 3 年度まで助成す
る。

用地取得後３年以内に操業を開
始すること。

取得用地に係る固定資産税相当額
に第１年度から第３年度まで 100
分の 100 を乗じて得た額。ただし
３カ年の合計額は 2,000 万円を限
度とする。

新規
空き工場等
活用促進事業

中小企業者等が空き工場を
賃借して事業を営む場合に
家賃の一部を助成する。

原則として５年以上継続して操
業すること。

家賃相当額に 2 分の 1 を乗じて得
た額の範囲内とし、月額 15 万円
を限度とする。ただし、補助金の
交付は 3 年以内とする。

技術 ･ 製品等
展示会出展事業

展示会等において、自社で
開発した製品を出展し、ま
たは自社の技術を紹介する
場合にその費用の一部を助
成する。

県外の工業展、商談会等に市内
の中小企業者等が 3 社以上で
協力して出展するもの。また
は、市長が特に認めた展示会等
へ市内の中小企業者が出展する
もの。

出展小間料および小間内装飾費用
に 3 分の 1 を乗じて得た額以内と
し、15 万円を限度とする。ただし
補助金の交付は 1 事業者につき 1
年度当たり 1 回とする。

新規
新製品 ･ 新技術開発
支援事業

新製品、新技術の開発また
は研究を行う場合にその経
費の一部を助成する。

新製品 ･ 新技術開発事業審査会
の事業採択を受けたものである
こと。

補助対象経費に 100 分の 50 を乗
じて得た額以内とし、50 万円を限
度とする。

商工業融資制度
●制度資金　問穂商工労政課工業振興担当（482･3131 ㈹ 682･6622）または市商工会本所・支所

資金名 融資を利用できる人 資金
使途

貸付
限度額

貸付
利率 貸付期間 その他

中小企業
振興資金

市内に工場または事業所を有し、
６カ月以上の操業実績のある市税
完納の中小企業者等

運転
資金 2,000 万円

年 2.0％

７年以内
（据置 0 カ月）

返済方法
分割返済
保証人
原則不要（法人
については代表
者が連帯保証人
となります）
担保
必要に応じて要
する
申込方法
商工会の経営指
導員による経営
指導を受けた後、
商工会経由によ
り書類提出
※緊急借換対策

資金は平成 25
年 ３ 月 31 日
までの受け付
けとなります。

設備
資金 2,000 万円 ７年以内

（据置 0 カ月）

創業支援資金
市内での新規開業予定者または開
業後１年未満の新規開業者で、事
業を営むための資金を必要とする者

運転
資金 1,000 万円

年 2.0％

５年以内
（据置６カ月）

設備
資金 1,000 万円 ７年以内

（据置６カ月）

新事業活性化
資金

市内に工場または事業所を有し、
１年以上の操業実績のある市税完
納の中小企業者等で、事業転換ま
たは新分野への進出により経営の
多角化を図ろうとする者

運転
資金 1,000 万円

年 1.9％

５年以内
（据置６カ月）

設備
資金 2,000 万円 ７年以内

（据置６カ月）

経営安定
特別資金

市内に工場または事業所を有し、
６カ月以上の操業実績のある市税
完納の中小企業者等で、次のいず
れかに該当する者

（1）中小企業信用保険法第２条第
４項第１号から第６号までまた
は第８号の適用を受ける者

（2）経理状態が明確であり、経
済事情等の変動により、直近３
カ月間の売上高が前年同期比で
10％以上減少している者

運転
資金 1,000 万円 年 1.6％ ７年以内

（据置 12 カ月）

緊急借換
対策資金 上記資金の借入金を借り替える人 運転

資金 2,000 万円 年 2.3％ ７年以内
（据置 12 カ月）

※融資のあっせんは、長野県信用保証協会の保証に付するものとし、創業支援資金の場合、創業関連保証を利用できるものに限ります。
また、新規開業予定者の場合、創業支援資金の融資上限は、1,000 万円を超える額について自己資金と同額までとします。

※次の①から④の場合は設備資金の対象とはなりませんのでご注意ください。①貸借対照表の固定資産に計上されないもの。②不動産取得の
うち、先行投資的なもの。または過剰取得的なもの。③すでに設備取得等がなされているもの。④車両等の購入で使用目的が不明確なもの。（自
動車の場合原則として「１」および「４」ナンバー車に限る）

※信用保証料の５分の４が全額補助に、また、緊急借換資金を除く資金は一定の要件のもとで、最大 1.0％分の利子補給（1 年間分）

必要書類 提出
部数 発行

１ 融資あっせん申込書　 ３ 商工会

２

決算書等　［個人］青色申告決算書または
白色申告収支内訳書（７月以降の申し込み
は、直近４カ月以内の試算表）

［法人］決算書、試算表（直近の決算後４
カ月を経過している場合）　

各３ ―

３ 納税証明書　［個人］ ［法人］とも滞納がな
い証明書（指定様式）　

各３
（原本 1） 市役所

４
許可証等の写し（許可等を有する業種）　
営業許可書の写し（元請 1,500 万円以下
または下請 500 万円以下の許認可不要の
建設・建築業等は、受注工事明細票を添付）

３ ―

５ 見積書等（設備資金の場合）　見積書、設
計書、図面、カタログ、契約書等 ３ ―

６ 資金計画調書　中小企業振興資金用または
緊急借換対策資金用 ３

商工会
７

事業計画書（新事業活性化資金の場合）　
事業の内容、実施しようとする理由、将来
の見通し等

３

●制度資金の申し込み時の必要書類
必要書類 提出

部数 発行

８
創業計画書（創業支援資金の場合）
事業概要、創業準備の状況、運転資金計画、
設備計画等

３
商工会

９ 創業計画に関する意見書（創業前の方）
計画の妥当性 ３

10 事業を営んでいないことを確認できる書類書類
（源泉徴収票等） ３ ―

11 自己資金を確認できる書類　創業支援資金
で融資希望額が 1,000 万円を超える人 ３ ―

12 収支等計画書（創業後１年未満の人）
収支等に関する計画 ３

13 印鑑証明書　［個人］本人名義
［法人］法人名義　［共通］保証人名義 各２ 市役所

法務局

14 信用保証委託契約書 １ ―

15 信用保証料補給交付申請書 １
商工会

16 個人情報の提供に関する同意書 １

注目
情報
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今
回
は
、
血
糖
の
上
昇
を
ゆ
る
や
か

に
し
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
効
き
を
よ
く

す
る
た
め
の
コ
ツ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

血
糖
の
上
昇
を
ゆ
る
や
か
に
す
る
に
は

1
食
物
繊
維
を
と
る　

食
物
繊
維
を
多

く
含
む
野
菜
や
き
の
こ
は
糖
の
吸
収

を
遅
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

2
単
純
糖
質
の
食
品
を
控
え
る　

砂
糖

な
ど
の
単
純
糖
質
が
入
っ
た
食
品
や

ジ
ュ
ー
ス
は
吸
収
が
早
く
血
糖
が
急

上
昇
す
る
の
で
控
え
ま
し
ょ
う
。

3
自
分
の
体
に
あ
っ
た
量
の
食
事
を
規

則
正
し
く
食
べ
る
（
詳
細
次
回
以
降
）

イ
ン
ス
リ
ン
の
効
き
を
よ
く
す
る
に
は

1
脂
肪
細
胞
を
大
き
く
し
な
い　

脂
肪

細
胞
は
適
切
な
大
き
さ
の
う
ち
は
イ

ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
よ
く
す
る
善
玉

物
質
を
分
泌
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
脂

肪
細
胞
の
サ
イ
ズ
が
大
き
く
な
り
過

ぎ
る
と
、
逆
に
イ
ン
ス
リ
ン
の
効
き

を
悪
く
す
る
悪
玉
物
質
の
分
泌
が
増

え
て
善
玉
物
質
の
分
泌
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

2
運
動
を
す
る　

運
動
を
続
け
る
と
筋

肉
の
量
が
増
え
、脂
肪
細
胞
が
小
さ
く

な
り
善
玉
物
質
の
量
が
増
え
ま
す
。

3
喫
煙
し
な
い　

喫
煙
す
る
と
善
玉
物

質
の
合
成
機
能
が
低
下
し
ま
す
。

4
睡
眠
を
十
分
と
る　

睡
眠
は
イ
ン
ス

リ
ン
の
分
泌
に
作
用
し
て
い
る
自
律

神
経
を
整
え
て
く
れ
ま
す
。

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

　
（
81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

昨年度シリーズ「糖尿病」に引き続き、本年
度は「インスリン節約生活」を紹介します。
生活習慣病である２型糖尿病の予防のポイン
トは血糖を下げるインスリンが少量で済むよ
うな生活をすることです。心筋梗塞や脳卒中
の予防にもつながるインスリン節約のコツを
12 回に渡ってお伝えします。

 
 

NO. １（全 12 回）

材料（4 人分）
玉ねぎ 中１個（150㌘）
ホットケーキミックス 150㌘
牛乳 45㏄
卵 １個
バター 適量

［ソース］
生クリーム 30㌘
クリームチーズ 20㌘
砂糖 小さじ１
レモン汁 １㏄

①：皮をむいた玉ねぎをラップに包み、電子レンジ
（600ｗ）で 4 分間加熱し、そのまま冷めるまでおく。

②：フードプロセッサーに①の玉ねぎ 40㌘、生クリ
ーム、クリームチーズ、砂糖を入れ、玉ねぎの形
がなくなるまで混ぜ、最後にレモン汁を加える。

③：ボールにみじん切りにした残りの玉ねぎと卵を入
れて混ぜる。さらに牛乳、ホットケーキミックス
を入れて混ぜる。

④：140℃に熱したホットプレートにバターを溶かし、
４等分した③の生地を丸く流し込み３分くらい焼
き、裏返して２分くらい焼く。

⑤：④を皿に盛り付け、上から②のソースをかけて完
成です。

問健健康推進課保健予防担当
　（481･0726 681･0703）

作り方

「たべたくん」をたべちゃう！レシピ ⑥

市食育推進会議では、食育推進キャラク
ター「たべたくん」のご飯の上に載った
特産５品目を使用したレシピを募集しま
した。食事部門、スイーツ部門の入賞作
品のレシピをシリーズでご紹介します。

《所要時間 40 分》

「食」ではぐくむ健康で豊かな人づくり

スイ―ツ部門 優秀賞

とろ～りソースの玉ねぎパンケーキ

紹介者　竹澤采
あ や せ

世さん（穂高西小 5 年）

生地には玉ねぎがたっぷり。
ソースはクリームチーズで
玉ねぎ臭さをカバーしました。

省エネルギー・資源活用のための補助金

限りあるエネルギー資源をむだなく使う
家庭で取り組むことのできる省エネルギーや資源活用に係わる補助金制度をご活用ください。予算に限りがあり

ますので、設置を希望される人はお早めにお申し込みください。なお、補助金の申し込みのうち、「生ごみ処理機
器等購入費補助金」以外の補助制度については、着工する１週間前までに事前の申請が必要です。詳しい内容は各
担当課へお問い合わせください。
問穂生活環境課環境保全係（482･3131 ㈹ 682･6622）

穂廃棄物対策課廃棄物処理対策担当（482･3131 ㈹ 682･6622）

● NEW 住宅用太陽熱高度利用システム設置補助金【生活環境課】※事前の申請が必要です。

●住宅用太陽光発電システム設置補助金【生活環境課】※事前の申請が必要です。

●住宅用雨水貯留施設設置補助金【生活環境課】※事前の申請が必要です。

●生ごみ処理機器等購入費補助金【廃棄物対策課】

新エネルギーを活用し、自然環境を保全するため、申請者本人が住む市内の住宅に「住宅用太陽熱高度利用
システム」を設置する人に対して補助金を交付します。

対象となる機器 集熱媒体を強制循環する太陽集熱器と太陽蓄熱槽から構成される住宅等への設置に適した給湯および冷
暖房等の用に供するソーラーシステムを有するもの

補助率・
補助限度額

太陽熱高度利用システムおよび当該設備の設置に要する経費の５分の１
限度額 /40,000 円

申請に必要なもの ●補助金交付申請書　●対象システムの見積書　●予定箇所の位置図
●予定箇所の写真　　●納税状況等確認同意書

　新エネルギーを活用し、自然環境を保全するため、申請者本人が住む市内の住宅に
「住宅用太陽光発電システム」を設置する人に対して補助金を交付します。

補助率・
補助限度額

1㌔㍗あたり３万円にシステムを構成する太陽電池の最大出力値を乗じた額
限度額 /120,000 円

申請に必要なもの ●補助金交付申請書　●対象システムの見積書　●予定箇所の位置図
●予定箇所の写真　　●納税状況等確認同意書

地下水かん養、雨水流出抑制等、循環型まちづくりを推進するため、申請者本人が住む市内の住宅に「雨水貯
留施設」を設置する人に対して補助金を交付します。
対象となる機器 雨水を貯留するための構造をもった施設で、住宅の雨どい等に接続し架台等に固定するもの

補助率・
補助限度額

①100㍑以上
500㍑未満
費用の２分の１
限度額 / １基 25,000 円

②500㍑以上
費用の２分の１
限度額 / １基 50,000 円

③合併浄化槽等から転用するもの
費用の２分の１
限度額 /50,000 円

申請に必要なもの ●補助金交付申請書　●対象施設の見積書　●予定箇所の位置図
●予定箇所の写真　　●納税状況等確認同意書

ごみの減量化と再資源化を図るため、市内の一般家庭ならびに店舗および事業所が購入する「生ごみ処理機器」
「せん定枝等粉砕機」などの購入に対して補助金を交付します。

※再申請は５年経過後に可能となります。

対象となる機器 生ごみ処理機器※ ボカシ容器・コンポスト せん定枝等粉砕機

補助率・
補助限度額

①処理量５㌔㌘未満 / 日
購入費の２分の１
限度額 /30,000 円

②処理量５㌔㌘以上 / 日
購入費の２分の１
限度額 /100,000 円

購入費の３分の 2
限度額 /3,000 円

購入費の２分の１
限度額 /10,000 円

申請に必要なもの ●補助金交付申請書　●機種名が明示された領収書（購入後１年以内）　●写真（本体・設置状況の各１枚）

糖尿病を予防する
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5 月の予定

10日（木）　時 13：30～16：30 ※相談時間は１人20分
場豊科公民館　小会議室
予約・問  総務部総務課庶務係（℡71-2000・FAX71-5155）
※予約受付･･･5 月 1 日（火）9：00 ～ 12：00（受付は電話のみ）
※相談者（定員８人）は抽選で決定（先着順ではありません）
※係争中の事案についての相談はお受けできません。

９日（水） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※メール相談も受付中。詳しくは以下のページへアクセスを。
　www.pref.nagano.lg.jp/syoukou/roko/mailsoudan.htm

18日（金） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）

各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

母乳・育児相談 ※母乳相談は 　時 9:30 ～ 11:00

子ども･母子家庭･女性の相談

消費生活相談　時平日の9:00～16:00 ※電話相談も可。 介護相談　　　時平日の 8：30 ～ 17：00　

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

こころの相談

弁護士会による無料法律相談  

毎週月～土曜日　※3～5日を除く 　

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX62-5721）

15日（火）問場豊科公民館教育相談室（℡72-2238・FAX62-5721）

毎週月～金曜日　※3～5日を除く　

場問教育指導室（明科総合支所舎2階）（℡62-3521・FAX62-5721）

教育全般（不登校・ひきこもり・発達障害など） 時 10:00 ～ 16:00

親の会 時 13:00 ～ 15:00

いじめ相談ホットライン 時 8:30 ～ 17:15

精神科医による精神保健相談  時 14:00 ～

自殺関連相談 こころの相談統一ダイヤル 時 9:30 ～ 16:00

 あづみ野断酒会 時 19:00 ～ 21:00

精神科医による依存症相談  時 14:00 ～

精神保健福祉相談  ※来所は  時 8:30 ～ 17:15

７日（月）・★ 21日（月）　時 13：00～16：00
場堀金老人福祉センター（℡73-5288・FAX73-5775）
８日（火）・★ 22日（火）　時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
９日（水）・★ 23日（水）　時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
10日（木）・★ 24日（木）　時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
11日（金）・★ 25日（金）　時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…総務部総務課（℡71-2000・FAX71-5155）

毎週月・木曜日（第5・祝日を除く）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

11日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

平日　場問県精神保健福祉センター（専用℡0570-064556）

平日　場問県精神保健福祉センター（℡026-227-1810）

毎週水曜日　※ 2・16 日は家族会　場豊科公民館
問健康推進課保健予防担当（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

場問市地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
場問東部地域包括支援センター（豊科保健センター内）
　　（℡72-9986・FAX72-9044）
場問南部地域包括支援センター（三郷総合支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

平日　時 8：30 ～ 17：00  
場問児童保育課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

場問消費生活センター（穂高総合支所１階）
　　（℡82-3131（直通090-5203-2011）・FAX82-6622）
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ･ゴー･ナナ･ゼロ　守ろうよ、みんなを）

5 月の休日当番医 （変更になる場合があります。ご利用前に医療情報案内（70120-890-423）でご確認ください。）

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-0186
■休館日／日曜・祝日

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

★穂高西部児童館 TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126
■休館日／日曜・祝日

★穂高北部児童館 TEL・FAX83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

１日㈫･15日㈫ 場問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
８日㈫･22日㈫ 場問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
９日㈬･23日㈬ 場問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）
10日㈭･24日㈭ 場問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
17日㈭･15日㈭ 場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

教育に関する相談

生活労働相談　　　時18：00 ～ 20：00

児童館の予定 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費
※豊科・穂高地域の児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

結婚相談　　　時13：00～16：00　

May

チャレンジクラブ 12日（土） 10：30 ～ 11：30
※小学生対象

あそぼう児童館で！ 19日（土） 10：00 ～ 11：30
要予約 100円  ※小学生・年長児親子

育児相談・身体測定日 21日（月） 10：30 ～ 12：00
※相談員：荒深たつ子さん／自由測定

キッズリユース広場 ～お下がり会～ 28日（月） 10：30 ～ 11：15
※参加自由。出品希望の方は 10：30までに来館し物品を並べてください。

手づくりおやつ　～ぼたもち～ 31日（木） 10：00 ～ 12：00
要予約 100円  ※幼児親子 30 組

おはなしどりぃむ（読み聞かせ）　 16日（水） 11：00 ～ 11：20

育児相談 １日（火） 10：30 ～ 12：00
※相談員：荒深たつ子さん

身体測定 ※自由測定 １日（火） 10：00 ～ 12：00
端午の節句 ２日（水） 10：15 ～ 11：30
要予約 100円  ※親子 20 組

ミニ運動会 25日（金） 10：15 ～ 11：30
要予約 100円  ※親子 20 組

おはなしどりぃむ 14日（月） 11：20 ～ 11：40
（読み聞かせボランティア）

子育て広場 11日（金） 10：00 ～ 12：00
おひさま農園　※登録制 26日（土） 9：30 ～ 10：30

みんななかよし ※登録児対象　

さくらんぼ（0歳）…15・22日（火）／いちご（1歳）…16・23日（水）／
りんご（2・3歳）…17・24日（木）

おはなしいっぱい 時11：00～11：30

あずみのあのねの会…14 日（月）／スマイル…18 日（金）

ひまわりの日 作ってあそぼう 24日（木） 15：45 ～ 16：30
※小学生対象

ひまわりっ子クラブ　※登録児対象　

※内容：いろいろな遊び・こいのぼり作り

0歳…15・22日（火）／1歳…・16・23日（水）／2・3歳…17・24日（木）

おはなしワクワク 10日（木） 10：30 ～ 11：30
みんなであそぼ！ 29日（火） 10：30 ～
わくわくデー  ※小学生対象 30日（水） 15：45 ～ 16：15

親子ふれあい広場　※登録児対象　

0歳…15・22日（火）／1歳…16・23日（水）／2・3歳…17・24日（木）

ママキッズビクス 10日（木） 10：15 ～ 11：00
 ※講師：佐藤貴子先生・遠藤正美先生　持ち物：託児でおんぶ紐が必要な方は持参

育児相談 ※どんな相談にも応じます。10日（木） 11：00 ～ 12：00
リズム遊び 25日（金） 10：30 ～
おはなしムーン 2・9日（水） 11：00 ～ 11：20

（読み聞かせボランティア）

育児相談 15日（火） 11：00 ～ 12：00
ママキッズ・ビクス 17日（木） 10：15 ～ 11：00
講師：佐藤貴子先生　持ち物：うわばき、水筒、おんぶひも（乳児の方）

こいのぼりカレー会 23日（水） 10：30 ～ 11：30
要予約 親子100円   

野外活動 26日（土） 10：00 ～ 12：00
小学生以上150円　乳幼児親子200円  持ち物：軍手、カレー皿、スプーン

絵本・紙芝居の読み聞かせ　時11：30～11：00　

おはなしムーン…1・15 日（火）／コロボックル…8・22 日（火）

端午の節句 8日（火） 10：30 ～ 11：30
要予約 100円  ※乳幼児親子 20 組

育児相談 18日（金） 10：30 ～ 12：00
※相談員：児童相談員　個別予約も可能

身体測定日 ※自由測定 18日（金） 10：00 ～ 12：00
アウトドアチャレンジ 26日（土） 9：00 ～ 13：30
～満願寺へいこう～ 要予約  ※ 20 組　集合：穂高健康温泉館横　登山客駐車場

おはなしどりぃむ（読み聞かせ） 25日（金） 11：20 ～
児童館で聞く保育園のお話 29日（火） 10：30 ～ 11：30
 要予約  ※ 20 組

わらべ唄・手遊び 毎週月曜日 11：10 ～ 11：30
※内山房子先生

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

育児相談 & おはなし会 11日（金） 10：30 ～ 12：00
※小川原相談員

ぱくぱくらんど ～おからクッキー～ 16日（水） 10：00 ～ 11：30
要予約 親子150円  

チャレンジクラブ ～飯ごう炊さん～ 19日（土） 10：00 ～ 13：00
要予約 100円  ※小学生以上対象

いっしょにあそぼう　 

お絵かき ７日（月） 11：00 ～ 11：30
リズム遊び 14日（月） 11：00 ～ 11：30
豚汁会 要予約 親子100円 18日（金） 10：30 ～ 12：00
かざぐるま作り 25日（金） 11：00 ～ 11：30
サーキット遊び 28日（月） 11：00 ～ 11：30

3日（木・祝） 4日（金・祝） 5日（土・祝） 6日（日） 13日（日） 20日（日） 27日（日）
宮 澤 医 院
62-2052［明科］

穂 高 病 院
82-2474［穂高］

追 分 ク リ ニ ッ ク
82-2129［穂高］

古 川 医 院
82-4385［穂高］

堀 内 医 院
82-3324［穂高］

古川整形外科医院
82-8880［穂高］

穂高ハートクリニック
50-6731［穂高］

前角整形外科医院
82-1478［穂高］

中 田 医 院
82-2339［穂高］

百 瀬 医 院
82-2205［穂高］

せき泌尿器科クリニック
82-0666［穂高］

ふ じ も り 医 院
72-2011［豊科］

須澤クリニック　
82-2993［穂高］

高 橋 医 院
82-2561［穂高］

米 倉 医 院
72-2354［堀金］

和 田 医 院
72-2047［堀金］

鶴 見 医 院
72-4500［豊科］

赤津整形外科クリニック
76-3133［三郷］

中 萱 医 院
77-2130［三郷］

たかはしクリニック
77-7880［三郷］

山 田 医 院
72-3207［豊科］

アルプス歯科クリニック
77-8901［三郷］

上 條 歯 科 医 院
82-2215［穂高］

け や き 歯 科
72-7272［堀金］

布 山 歯 科 医 院
77-6388［三郷］

丸 山 歯 科 医 院
72-2202［豊科］

土 居 歯 科 医 院
72-2462［豊科］

堀 金 歯 科 医 院
72-6975［堀金］

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  
13日㈰場問堀金老人福祉センター （℡73-5288・FAX73-5775）
20日㈰場問明科総合福祉センター「あいりす」 （℡62-2429・FAX62-5025）
27日㈰場問市社会福祉協議会本所 （℡72-1871・FAX72-9130）



本 　 庁 　舎 〒399-8205 長野県安曇野市豊科4932番地46 TEL 0263-71-2000 FAX 0263-71-5000
豊科総合支所 〒399-8205 長野県安曇野市豊科4340番地 TEL 0263-72-3111 FAX 0263-72-8340
穂高総合支所 〒399-8303 長野県安曇野市穂高6658番地 TEL 0263-82-3131 FAX 0263-82-6622
三郷総合支所 〒399-8101 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1 TEL 0263-77-3111 FAX 0263-77-6060
堀金総合支所 〒399-8211 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1 TEL 0263-72-3106 FAX 0263-72-4900
明科総合支所 〒399-7102 長野県安曇野市明科中川手6824番地1 TEL 0263-62-3001 FAX 0263-62-4747

広報　あづみの
発 行 日 平成24年4月25日
編集・発行 長野県安曇野市役所総務部
 秘書広報課秘書広報担当
40263・71・2000 60263・71・5000
URL   http://www.city.azumino.nagano.jp
E-mail  info@city.azumino.nagano.jp
印刷　㈲安曇印刷 印刷経費1部22円

次回発行…5月23日（水）

2012.4.1現在　（ ）内は対前月比

人口 99,348人（ －7）

 男 48,181人（ －14）

 女 51,167人（ ＋7）

世帯 37,487世帯（ ＋88）
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古紙配合率 100％
再生紙を使用しています。

安曇野市
子ども発達支援相談室
お子さんのことで悩んでいませんか？「同世代

の子どもと比べて気になる」、「育てにくいところ
があるけど、どこに相談してよいか分からない」そん
な時は子ども発達支援相談室にご相談ください。
保健師、臨床心理士など専門の職員が関係する

機関と連携しながら、お子さんの抱える課題を早
期発見、早期療育しお子さんの健やかな成長をお
手伝いします。

●開設日　月曜日から金曜日（土日・祝日は閉室）
　　　　　午前 8時 30 分～午後 5時 15 分
●場　所　安曇野市堀金烏川 2132 番地 4
　　　　　堀金総合福祉センター内
　　　　　471・3010 673・5775

４人の専門職員がお手伝いします。
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